
王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

一

に
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
王
通
が
何
故
『
中
説
』
と
い
う
著
作
を
世
に
問
う
た
の
か

と
い
う
、
王
通
自
身
の
問
題
意
識
に
も
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
展
望
を
持
つ
。

　
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
『
中
説
』
全
体
の
翻
訳
と
し
て
は
、
大
陸
で
出
版
さ
れ

た
も
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
一
つ
目
は
宋
鋼
主
編
『
中
説
』⑶
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
現
代
中
国
語
に
よ
る
訳
文
が
あ
る
の
み
で
、
注
釈
は
な
い
。
こ
の
書
の
特
色
と
し

て
、『
中
説
』
が
扱
う
幾
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、「
例
釈
」
な
る
短
編
の
評
論

を
掲
示
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
評
論
は
、
時
に
『
中
説
』
の
内
容

と
時
代
的
に
も
内
容
的
に
も
乖
離
す
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
、『
中
説
』
を
理
解
す

る
上
で
必
要
不
可
欠
の
も
の
か
は
、
正
直
に
言
っ
て
疑
問
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
張
沛『
中
説
訳
注
』⑷
で
あ
り
、
張
沛
氏
は
、
最
近
に
な
っ
て
新
た
に『
中

説
校
注
』⑸
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
張
氏
に
よ
る
両
著
作
は
、
前
者
に
は
現
代
中

国
語
に
よ
る
訳
文
と
と
も
に
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
注
釈
が
附
さ
れ
て
お
り
、
後
者

に
は
訳
文
が
な
い
分
、
前
者
よ
り
踏
み
込
ん
だ
注
釈
が
多
く
附
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
実
に
依
拠
す
べ
き
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
だ
が
本
訳
注
稿
の
第
一
の
主
眼
か

ら
見
れ
ば
、『
論
語
』
や
孔
子
に
関
連
す
る
言
説
を
典
拠
と
す
る
表
現
に
つ
い
て
の

指
摘
は
、
な
お
不
足
す
る
部
分
を
残
す
よ
う
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、
内
藤
耻
叟『
文
中
子
中
説
講
義
』⑹
が
あ
る
。
こ
れ
は『
中
説
』の
原
文

に
訓
点
を
施
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
解
釈
が
不
明
確
な
部
分
が
多
い
だ
け

で
な
く
、
注
釈
が
な
い
点
も
悔
や
ま
れ
る
。
ま
た
か
な
り
古
い
著
作
で
あ
る
た
め
、

　
　
　解
題

　
こ
こ
に
訳
注
を
試
み
る
の
は
、
隋
・
王
通
の『
中
説
』で
あ
る
。
筆
者
は
最
近
、「
王

通
と『
中
説
』の
受
容
と
評
価
―
そ
の
時
代
的
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
―
」⑴（
以
下「
前

稿
」
と
呼
称
）
と
題
し
、
王
通
と
そ
の
著
作
『
中
説
』
の
受
容
と
評
価
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
そ
の
時
代
的
な
変
遷
に
沿
っ
て
、
些
か
考
察
を
加
え
た
。
そ
こ
で
専
ら
意
を

注
い
だ
の
は
、
王
通
が
『
中
説
』
に
お
い
て
何
を
主
張
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
分

析
よ
り
も
、
後
世
に
お
い
て
、
王
通
と
『
中
説
』
の
何
が
、
如
何
に
着
目
さ
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
明
る
み
に
出
す
点
に
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
王
通
が
『
中
説
』
の
中
で
何
を
主
張
し
た
の
か
と
い
う
、『
中
説
』
の
思
想

内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
相
当
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で

必
ず
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
、
王
通
が
孔
子
に
な
ろ
う
と
し
、『
中
説
』
が
『
論
語
』
を

多
分
に
模
倣
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
⑵

。
こ
れ
は
『
中
説
』
を
通
読
す
れ
ば
誰

し
も
気
が
付
く
こ
と
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
う
で
あ
る
か
ら
か
、
逆
に
ど
れ

程
ま
で
に
『
中
説
』
が
『
論
語
』
を
模
倣
し
た
著
作
な
の
か
を
、
徹
底
的
に
精
査
し
た

研
究
と
い
う
の
は
な
い
。
ど
の
研
究
も
、『
中
説
』
の
中
に
見
え
る
『
論
語
』
を
模
倣

し
た
例
を
、
一
二
ほ
ど
挙
げ
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
訳
注
稿
の
第
一
の
主
眼
は
、『
中
説
』
の
中
に
見
え
る
、『
論
語
』
あ

る
い
は
孔
子
に
関
連
す
る
言
説
を
典
拠
と
し
た
表
現
を
洗
い
出
す
こ
と
に
定
め
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
王
通
が
如
何
に
孔
子
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
か
を
確
認
す
る
と
と
も

王
通
『
中
説
』
訳
注
稿
（
一
）

池
　
田
　
恭
　
哉
　
　



二

現
在
で
は
入
手
が
困
難
を
極
め
る
。

　
ま
た
市
川
本
太
郎
『
文
中
子
』⑺
は
、
現
代
日
本
語
訳
と
注
釈
が
備
わ
る
。
だ
が
抄

訳
で
あ
る
し
、
注
釈
も
歴
史
的
な
事
象
に
つ
い
て
は
概
ね
指
摘
さ
れ
る
が
、
言
葉
の

典
拠
に
つ
い
て
は
指
摘
が
少
な
い
。
な
お
こ
の
書
の
「
解
説
」
二
「
文
中
子
の
著
書
」

と
四
「
文
中
子
の
門
人
」
に
は
、
王
通
の
『
中
説
』
や
そ
の
他
の
著
作
、
お
よ
び
門
人

と
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
の
紹
介
と
分
析
が
あ
る
。
本
訳
注
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合

も
あ
っ
て
、
門
人
に
つ
い
て
は
名
と
字
な
ど
の
基
本
情
報
の
提
示
に
留
め
、
王
通
に

よ
る
数
多
く
の
現
在
は
逸
し
た
著
作
の
概
要
と
と
も
に
、
市
川
氏
の
書
を
合
わ
せ
て

参
照
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

　
と
こ
ろ
で
前
稿
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
中
説
』
は
南
宋
に
入
っ
て
偽

書
と
の
疑
い
が
強
く
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
司
馬
光
・
程
頤
・
朱
熹
・

陳
亮
な
ど
、
宋
代
を
通
じ
て
思
想
界
の
注
目
を
多
く
浴
び
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ

は
『
中
説
』
の
中
に
、
後
の
宋
学
に
繋
が
る
要
素
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
『
中
説
』
を
邦
訳
す
る
こ
と
で
、
王
通
『
中
説
』

と
宋
学
の
間
で
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。
こ
れ
が
本

訳
注
稿
作
成
の
第
二
の
主
眼
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
訳
注
稿
作
成
の
二
つ
の
主
眼
を
述
べ
た
。
第
一
は
、「
王
通
『
中
説
』
は

『
論
語
』
を
模
倣
し
ま
し
た
」
と
い
う
簡
潔
な
規
定
を
示
す
の
で
は
な
く
、
ど
れ
程
ま

で
に
孔
子
と
『
論
語
』
の
要
素
を
、
王
通
と
『
中
説
』
が
取
り
込
ん
だ
の
か
を
、
改
め

て
徹
底
的
に
精
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、『
中
説
』
の
邦
訳
を
示
す
こ
と
で
、

そ
の
中
に
存
在
す
る
後
の
宋
学
と
の
関
連
箇
所
を
探
究
す
る
契
機
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
本
訳
注
稿
で
は
、
底
本
を
張
沛
『
中
説
校
注
』
と
す
る
。
こ
れ
は
同
書
の
凡
例
に

も
あ
る
通
り
、『
続
古
逸
叢
書
』
に
影
印
さ
れ
る
「
江
安
傅
氏
双
鑑
楼
蔵
北
宋
刻
本
」

を
底
本
に
、
四
部
叢
刊
に
影
印
さ
れ
る
「
常
熟
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
南
宋
取
瑟
堂
刊

本
」、
そ
し
て
明
・
世
徳
堂
刊
の
六
子
本
を
主
た
る
校
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
清
・
兪
樾
『
諸
子
平
議
』
な
ど
の
成
果
も
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
ま
最

も
信
頼
の
置
け
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
注
釈
中
に
「
張
氏

書
」
や
「
張
氏
注
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
書
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
中
説
』
の
版
本

に
つ
い
て
は
、
駱
建
人『
文
中
子
研
究
』⑻
の
丙
編「
著
述
板
本
考
」に
詳
細
な
実
見
に

基
づ
い
た
研
究
が
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
注
釈
に
お
い
て
は
、
本
訳
注
稿
の
第
一
の
主
眼
と
し
て
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
何

よ
り
も
『
論
語
』
や
孔
子
を
め
ぐ
る
言
説
を
典
拠
と
し
た
表
現
に
つ
い
て
、
徹
底
的

に
洗
い
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
。
加
え
て
典
拠
と
は
言
え
な
く
と
も
、
邦
訳
に
際
し

て
参
考
と
し
た
語
句
の
用
例
、
あ
る
い
は
阮
逸
に
よ
る
注
釈
な
ど
も
、
挙
げ
た
場
合

が
あ
る
。
本
訳
注
稿
に
示
す
よ
う
な
邦
訳
に
な
っ
た
根
拠
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
既
出
の
典
拠
、
語
句
の
用
例
を
示
す
際
の
便
宜
の
た
め
、
各
篇
に
お
い
て

段
落
ご
と
に
通
し
番
号
を
振
り
、
本
文
の
冒
頭
に
（
一
）
の
如
く
明
記
す
る
。
そ
し

て
あ
る
既
出
の
典
拠
、
語
句
の
用
例
に
つ
い
て
は
、「
某
某
篇
（
幾
）
注
幾
、
参
照
」

な
ど
と
掲
示
す
る
。

　
全
体
に
読
め
な
い
箇
所
が
多
く
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
誤
読
も
多
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
た
本
訳
注
稿
の
第
一
の
主
眼
で
あ
る
、『
中
説
』
が
典
拠
と
し
た
『
論
語
』

や
孔
子
を
め
ぐ
る
言
説
を
洗
い
出
す
点
に
お
い
て
、
遺
漏
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を

恐
れ
る
。
本
訳
注
稿
は
、
王
道
篇
か
ら
始
ま
っ
て
関
朗
篇
ま
で
計
十
回
に
わ
た
っ
て

連
載
す
る
予
定
で
あ
り
、
博
雅
の
士
の
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

⑴
　『
東
方
学
』第
一
二
八
輯
、
二
〇
一
四
。

⑵
　
王
通
と『
中
説
』の
思
想
内
容
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
、
前
稿
を
参
照
。

⑶
　
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
。

⑷
　
諸
子
訳
注
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
。

⑸
　
新
編
諸
子
集
成
続
編
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
。

⑹
　
博
文
館
、
一
八
九
三
。

⑺
　
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
〇
。

⑻
　
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
〇
。



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

三

中
説
卷
第
一

王
道
篇

（
一
）
文
中
子
曰
、
甚
矣
、
王
道
難
行
也
⑴

。
吾
家
頃
銅
川
⑵

六
世
矣
、
未
嘗
不
篤
於

斯
。
然
亦
未
嘗
得
宣
其
用
、
退
而
咸
有
述
焉
⑶

、
則
以
志
其
道
也
。
蓋
先
生
⑷

之
述
、

曰
時
變
論
六
篇
。
其
言
化
俗
推
移
之
理
⑸

竭
矣
。
江
州
府
君
⑹

之
述
、
曰
五
經
決
錄
五

篇
。
其
言
聖
賢
製
述
之
意
備
矣
。
晉
陽
穆
公
⑺

之
述
、
曰
政
大
論
八
篇
。
其
言
帝
王

之
道
⑻

著
矣
。
同
州
府
君
⑼

之
述
、
曰
政
小
論
八
篇
。
其
言
王
霸
之
業
⑽

盡
矣
。
安
康

獻
公
⑾

之
述
、
曰
皇
極
讜
義
九
篇
⑿

。
其
言
三
才
⒀

之
去
就
深
矣
。
銅
川
府
君
⒁

之
述
、

曰
興
衰
要
論
七
篇
。
其
言
六
代
⒂

之
得
失
明
矣
。
余
小
子
獲
睹
成
訓
、
勤
九
載
矣
⒃

。

服
先
人
之
義
、
稽
仲
尼
之
心
、
天
人
之
事
⒄

、
帝
王
之
道
⒅

、
昭
昭
乎
。

　
文
中
子
（
王
通
）
が
言
っ
た
「
凄
ま
じ
い
も
の
だ
、
王
道
の
行
な
い
難
い
こ
と
は
。

我
が
王
家
は
、
最
近
の
銅
川
府
君
（
王
隆
）
ま
で
六
世
代
に
亘
っ
て
、
こ
の
王
道
に

心
寄
せ
ぬ
人
物
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
れ
を
実
用
へ
と
移
し
得
た
人
物
も
お
ら

ず
、
そ
こ
で
隠
退
し
て
皆
が
著
述
を
行
な
っ
て
、
そ
の
王
道
を
書
き
記
し
た
次
第
で

あ
る
。
い
っ
た
い
先
生
（
王
玄
則
）
の
著
述
は
『
時
変
論
』
六
篇
で
あ
る
。
そ
の
言
葉

の
中
に
は
、
風
俗
と
教
化
が
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
道
理
が
説
き
尽
く
さ
れ
る
。

江
州
府
君
（
王
煥
）
の
著
述
は
『
五
経
決
録
』
五
篇
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
は
、

聖
人
賢
者
が
著
述
を
遺
し
た
意
図
が
備
わ
る
。
晋
陽
穆
公（
王
虬
）の
著
述
は『
政
大

論
』
八
篇
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
は
、
帝
王
の
道
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
同
州

府
君
（
王
彦
）
の
著
述
は
『
政
小
論
』
八
篇
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
は
、
王
業
と

覇
業
に
つ
い
て
説
き
尽
く
さ
れ
る
。
安
康
献
公
（
王
一
）
の
著
述
は
『
皇
極
讜
義
』
九

篇
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
は
、
三
才
（
天
地
人
）
の
廻
り
合
わ
せ
が
掘
り
下
げ

ら
れ
る
。
銅
川
府
君
の
著
述
は
『
興
衰
要
論
』
七
篇
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
は
、

六
代
（
晋
・
宋
・
北
魏
・
北
斉
・
北
周
・
隋
）
に
お
け
る
得
失
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

私
奴
は
先
祖
た
ち
の
教
訓
を
目
睹
し
得
、
そ
れ
に
勤
し
む
こ
と
九
年
に
及
ん
だ
。
先

人
の
教
義
を
服
膺
し
、
孔
子
の
心
志
に
考
え
を
巡
ら
せ
ば
、
天
と
人
の
間
の
事
柄

と
、
帝
王
の
道
と
は
、
何
と
輝
か
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」。

⑴
　
王
道
　『
書
』
洪
範
「
無
偏
無
黨
、
王
道
蕩
蕩
。
無
黨
無
偏
、
王
道
平
平
。
無
反

無
側
、
王
道
正
直
」。

⑵
　
銅
川
　
銅
川
府
君
、
王
通
父
・
王
隆
。

⑶
　
述
　『
論
語
』述
而「
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
竊
比
於
我
老
彭
」。

⑷
　
先
生
　
王
通
六
世
祖
・
王
玄
則
。

⑸
　
化
俗
推
移
　
張
衡
「
西
京
賦
」（『
文
選
』
卷
二
）「
故
帝
者
因
天
地
以
致
化
、
兆

人
承
上
教
以
成
俗
。
化
俗
之
本
、
有
與
推
移
」。

⑹
　
江
州
府
君
　
王
通
五
世
祖
・
王
煥
。

⑺
　
晉
陽
穆
公
　
王
通
四
世
祖
・
王
虬
。

⑻
　
帝
王
之
道
　
揚
雄
「
劇
秦
美
新
」（『
文
選
』
卷
四
八
）「
帝
王
之
道
、
兢
兢
乎
不

可
離
已
」。

⑼
　
同
州
府
君
　
王
通
三
世
祖
・
王
彦
。

⑽
　
王
霸
之
業
　『
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
孟
子
曰
、
以
力
假
仁
者
覇
、
覇
必
有
大
國
。

以
德
行
仁
者
王
。
王
不
待
大
」。

⑾
　
安
康
獻
公
　
王
通
祖
父
・
王
一
。

⑿
　
皇
極
　『
書
』
洪
範
「
天
乃
錫
禹
、
洪
範
九
疇
、
彝
倫
攸
叙
。
…
…
次
五
曰
建
用

皇
極（
孔
傳
、
皇
大
、
極
中
也
。
凡
立
事
、
當
用
大
中
之
道
）」。

⒀
　
三
才
　『
易
』
説
卦
傳
「
昔
者
聖
人
之
作
易
也
、
將
以
順
性
命
之
理
。
是
以
立
天

之
道
、
曰
陰
與
陽
。
立
地
之
道
、
曰
柔
與
剛
。
立
人
之
道
、
曰
仁
與
義
。
兼
三

才
而
兩
之
」。

⒁
　
銅
川
府
君
　
注
⑵
、
參
照
。

⒂
　
六
代
　
阮
逸
注「
六
代
、
晉
・
宋
・
後
魏
・
北
齊
・
後
周
・
隋
也
」。

⒃
　
勤
九
載
矣
　
文
中
子
世
家
「
大
業
元
年
、
一
徵
、
又
不
至
、
辭
以
疾
。
…
…
乃

續
詩
・
書
、
正
禮
・
樂
、
修
元
經
、
讃
易
道
、
九
年
而
六
經
大
就
」。

⒄
　
天
人
之
事
　
揚
雄
「
劇
秦
美
新
」（『
文
選
』
卷
四
八
）「
天
人
之
事
盛
矣
、
鬼
神

之
望
允
塞
」。

⒅
　
帝
王
之
道
　
注
⑻
、
參
照
。



四

（
二
）
子
謂
董
常
⑴

曰
、
吾
欲
修
元
經
⑵

、
稽
諸
史
論
⑶

、
不
足
徵
也
⑷

、
吾
得
皇
極
讜

義
⑸

焉
。
吾
欲
續
詩
⑹

、
考
諸
集
記
⑺

、
不
足
徵
也
、
吾
得
時
變
論
⑻

焉
。
吾
欲
續
書
⑼

、

按
諸
載
錄
⑽

、
不
足
徵
也
、
吾
得
政
大
論
⑾

焉
。
董
常
曰
、
夫
子
之
得
、
蓋
其
志
焉
。

子
曰
、
然
。

　
先
生
が
董
常
に
言
っ
た「
私
が『
元
経
』を
編
も
う
と
、
歴
史
を
め
ぐ
る
評
論
を
引

き
合
わ
せ
て
そ
の
内
容
を
考
え
て
み
た
が
、
編
む
の
に
不
足
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

私
は
『
皇
極
讜
義
』
を
手
に
入
れ
た
。
私
が
『
詩
』
の
続
編
を
著
そ
う
と
、
歴
代
の
賢

人
に
よ
る
文
集
の
記
録
の
中
に
そ
の
内
容
を
考
察
し
て
み
た
が
、
著
す
の
に
不
足
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
私
は
『
時
変
論
』
を
手
に
入
れ
た
。
私
が
『
書
』
の
続
編
を
著
そ

う
と
、
歴
代
史
官
に
よ
る
実
録
の
中
に
そ
の
内
容
を
調
べ
考
え
て
み
た
が
、
著
す
の

に
不
足
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
私
は
『
政
大
論
』
を
手
に
入
れ
た
」。
董
常
が
言
っ
た

「
先
生
が
手
に
入
れ
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
思
う
に
著
者
の
心
志
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
」。
先
生
が
言
っ
た「
そ
う
だ
」。

⑴
　
董
常
　
阮
逸
注「
董
常
、
字
履
常
。
弟
子
亞
聖
者
」。

⑵
　
元
經
　
張
氏
注
「
王
通
續
六
經
之
一
、
仿
春
秋
而
作
、
共
五
十
篇
、
分
爲
十
五

卷
、
記
述
自
晉
惠
帝
・
永
煕
元
年
至
隋
開
皇
九
年
三
百
年
間
國
史
。
書
早
亡
佚
、

現
存
宋
本
元
經
係
僞
書
」。

⑶
　
史
論
　
阮
逸
注「
史
論
、
謂
歷
代
史
臣
於
紀
傳
後
贊
論
之
類
是
也
」。

⑷
　
不
足
徵
　『
論
語
』
八
佾
「
子
曰
、
夏
禮
、
吾
能
言
之
。
杞
不
足
徵
也
。
殷
禮
、

吾
能
言
之
。
宋
不
足
徵
也
（
何
晏
集
解
、
包
曰
、
徵
、
成
也
）。
文
獻
不
足
故

也
、
足
則
吾
能
徵
之
矣
」。

⑸
　
皇
極
讜
義
　
王
通
祖
父
・
王
一
著
、
九
篇
。

⑹
　
續
詩
　
張
氏
注
「
王
通
續
六
經
之
一
、
凡
三
百
六
十
篇
、
分
爲
十
卷
、
收
晉
・

宋
・
北
魏
・
北
齊
・
北
周
・
隋
六
代
之
詩
」。

⑺
　
集
記
　
阮
逸
注「
前
賢
文
集
所
記
」。

⑻
　
時
變
論
　
王
通
六
世
祖
・
王
玄
則
著
、
六
篇
。

⑼
　
續
書
　
張
氏
注
「
王
通
續
六
經
之
一
、
凡
一
百
五
十
篇
、
分
爲
二
十
五
卷
、
收

錄
漢
・
晉
誥
令
、
有
皇
帝
之
制
・
詔
・
志
・
策
、
大
臣
之
命
・
訓
以
及
事
・
問

對
・
贊
・
議
・
誡
・
諫
等
」。

⑽
　
載
錄
　
阮
逸
注「
史
官
載
言
所
錄
」。

⑾
　
政
大
論
　
王
通
四
世
祖
・
王
虬
著
、
八
篇
。

（
三
）
子
謂
薛
收
⑴

曰
、
昔
聖
人
述
史
三
焉
。
其
述
書
也
、
帝
王
之
制
備
矣
⑵

。
故
索

焉
而
皆
獲
。
其
述
詩
也
、
興
衰
之
由
顯
⑶

。
故
究
焉
而
皆
得
。
其
述
春
秋
也
、
邪
正

之
跡
明
⑷

。
故
考
焉
而
皆
當
。
此
三
者
、
同
出
於
史
、
而
不
可
雜
也
。
故
聖
人
分
焉
。

　
先
生
が
薛
收
に
言
っ
た「
か
つ
て
聖
人（
孔
子
）が
著
述
し
た
歴
史
に
は
三
種
あ
っ

た
。
彼
が
『
書
』
を
著
述
す
る
と
、
帝
王
の
制
度
が
備
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
書

に
当
た
れ
ば
、
帝
王
の
制
度
は
す
べ
て
探
し
当
て
ら
れ
る
。
彼
が
『
詩
』
を
撰
述
す

る
と
、
王
朝
の
興
亡
・
盛
衰
の
由
来
が
顕
然
と
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
書
を
究
明
す

れ
ば
、
王
朝
の
興
亡
・
盛
衰
の
由
来
が
す
べ
て
理
解
で
き
る
。
彼
が
『
春
秋
』
を
編

述
す
る
と
、
正
し
い
こ
と
と
邪

よ
こ
し
まな
こ
と
の
現
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
こ

の
書
を
調
べ
考
え
れ
ば
、
正
し
い
こ
と
と
邪
な
こ
と
の
現
れ
が
当
を
得
る
。
こ
の
三

種
は
、
ど
れ
も
歴
史
を
淵
源
と
す
る
が
、
一
緒
く
た
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

聖
人
は
こ
れ
を
分
け
た
の
で
あ
る
」。

⑴
　
薛
收
　
阮
逸
注「
薛
收
、
字
伯
褒
、
隋
内
史
道
衡
之
子
」。

⑵
　
其
述
書
也
、
帝
王
之
制
備
矣
　
孔
安
國
「
尚
書
序
」（『
文
選
』
卷
四
五
）「
先
君

孔
子
…
…
討
論
墳
典
、
斷
自
唐
虞
以
下
、
訖
於
周
。
芟
夷
煩
亂
、
翦
截
浮
辭
。

舉
其
宏
綱
、
撮
其
機
要
、
足
以
垂
世
立
教
。
典
謨
訓
誥
誓
命
之
文
、
凡
百
篇
。

所
以
恢
弘
至
道
、
示
人
主
以
軌
範
也
。
帝
王
之
制
、
坦
然
明
白
、
可
舉
而
行
」。

⑶
　
其
述
詩
也
、
興
衰
之
由
顯
　『
詩
』
序
「
是
謂
四
始
、
詩
之
至
也
（
鄭
玄
箋
、
始

者
、
王
道
興
衰
之
所
由
）」。

⑷
　
其
述
春
秋
也
、
邪
正
之
跡
明
　
范
甯「
春
秋
穀
梁
傳
序
」（『
春
秋
穀
梁
傳
注
疏
』）

「
先
王
之
道
既
弘
、
麟
感
而
來
應
。
因
事
備
而
終
篇
、
故
絕
筆
於
斯
年
。
成
天

下
之
事
業
、
定
天
下
之
邪
正
、
莫
善
於
春
秋
」。



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

五

（
四
）
文
中
子
曰
、
吾
視
遷
・
固
而
下
⑴

、
述
作
⑵

何
其
紛
紛
乎
。
帝
王
之
道
⑶

、
其
暗

而
不
明
乎
⑷

。
天
人
之
意
⑸

、
其
否
而
不
交
乎
⑹

。
制
理
者
⑺

參
而
不
一
乎
。
陳
事
者
⑻

亂
而
無
緒
乎
⑼

。

　
文
中
子
が
言
っ
た
「
私
が
司
馬
遷
・
班
固
よ
り
後
を
見
る
に
、
著
作
は
何
と
乱
れ

多
い
こ
と
か
。
帝
王
の
道
は
、
暗
然
と
し
て
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
天
と
人
の
間
の
意
志
は
、
塞
が
っ
て
感
応
し
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
論
理
を
打
ち
立
て
る
著
作
は
数
多
く
不
揃
い
で
あ
る
な
あ
。
事
実
を
述
べ
る
著

作
は
乱
雑
で
端
緒
な
ど
あ
っ
た
も
の
で
な
い
な
あ
」。

⑴
　
遷
固
　『
文
心
雕
龍
』
史
傳
「
張
衡
司
史
、
而
惑
同
遷
固
、
元
帝
王
后
、
欲
爲
立

紀
、
謬
亦
甚
矣
」。『
中
説
』
天
地
篇
「
子
曰
、
使
陳
壽
不
美
於
史
、
遷
・
固
之

罪
也
。
使
范
甯
不
盡
美
於
春
秋
、
歆
・
向
之
罪
也
。
裴
晞
曰
、
何
謂
也
。
子
曰
、

史
之
失
、
自
遷
・
固
始
也
、
記
繁
而
志
寡
。
春
秋
之
失
、
自
歆
・
向
始
也
、
棄

經
而
任
傳
」。

⑵
　
述
作
　『
禮
記
』
樂
記
「
故
知
禮
樂
之
情
者
能
作
、
識
禮
樂
之
文
者
能
述
。
作
者

之
謂
聖
、
述
者
之
謂
明
。
明
聖
者
、
述
作
之
謂
也
」。

⑶
　
帝
王
之
道
　
王
道
篇（
一
）注
⑻
、
參
照
。

⑷
　
暗
而
不
明
　『
莊
子
』天
下
篇「
是
故
內
聖
外
王
之
道
、
闇
而
不
明
、
鬱
而
不
發
。

天
下
之
人
、
各
爲
其
所
欲
焉
、
以
自
爲
方
」。

⑸
　
天
人
之
意
　『
後
漢
書
』
楊
震
列
傳
附
曾
孫
彪
「
案
石
包
讖
、
宜
徙
都
長
安
、
以

應
天
人
之
意
」。

⑹
　
否
而
不
交
　『
易
』否「
象
曰
、
天
地
不
交
、
否
」。

⑺
　
制
理
　『
文
心
雕
龍
』諸
子「
申
商
刀
鋸
以
制
理
、
鬼
谷
脣
吻
以
策
勳
」。

⑻
　
陳
事
　『
文
心
雕
龍
』
章
表
「
劉
琨
勸
進
、
張
駿
自
序
、
文
致
耿
介
、
並
陳
事
之

美
表
也
」。

⑼
　
從
制
理
至
緒
乎
　
王
勃
「
續
書
序
」（『
王
子
安
集
注
』
卷
四
）「
自
時
以
降
、
史

述
陵
遲
、
人
自
爲
家
、
標
指
失
中
。
陳
事
亂
而
無
當
、
制
理
參
而
不
一
」。

（
五
）
子
不
豫
。
聞
江
都
有
變
⑴

、
泫
然
⑵

而
興
曰
、
生
民
厭
亂
久
矣
。
天
其
或
者
將

堯
・
舜
之
運
⑶

、
吾
不
與
焉
⑷

。
命
也
⑸

。

　
先
生
が
病
気
に
な
っ
た
。
江
都
（
揚
州
）
の
地
で
異
変
が
あ
っ
た
旨
を
耳
に
し
、

涙
な
が
ら
に
起
き
上
が
っ
て
言
っ
た
「
人
民
た
ち
が
戦
乱
に
辟
易
と
し
て
か
ら
長
い

時
を
経
た
。
天
が
た
と
え
堯
・
舜
の
気
運
を
啓
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
は

そ
の
時
代
に
巡
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
運
命
で
あ
る
」。

⑴
　
江
都
有
變
　
阮
逸
注
「
大
業
十
三
年
、
煬
帝
幸
江
都
宮
、
宇
文
化
及
弑
逆
」。

此
注
疑
有
誤
。
説
見
于
張
氏
書
。

⑵
　
泫
然
　『
禮
記
』檀
弓
上「
孔
子
泫
然
流
涕
曰
、
吾
聞
之
、
古
不
脩
墓
」。

⑶
　
天
其
或
者
將

堯
・
舜
之
運
　『
春
秋
左
氏
傳
』
僖
公
二
三
年
「
叔
詹
諫
曰
、
臣

聞
天
之
所

、
人
弗
及
也
。
晉
公
子
有
三
焉
。
天
其
或
者
將
建
諸
。
君
其
禮

焉
」。

⑷
　
吾
不
與
焉
　『
論
語
』
泰
伯
「
子
曰
、
巍
巍
乎
。
舜
・
禹
之
有
天
下
也
。
而
不
與

焉
」、
皇
侃『
論
語
集
解
義
疏
』子
曰
至
與
焉
疏「
一
云
、
孔
子
歎
己
不
預
見
舜
・

禹
之
時
也
。
若
逢
其
時
、
則
己
宣
道
當
用
。
故
王
弼
曰
、
逢
時
遇
世
、
莫
如

舜
・
禹
也
。
江
煕
曰
、
舜
・
禹
受
禪
、
有
天
下
之
極
、
故
樂
盡
其
善
。
歎
不
與

並
時
、
蓋
感
道
契
在
昔
而
理
屈
當
今
也
」。

⑸
　
從
子
不
至
命
也
　『
中
説
』
錄
關
子
明
事
「
江
都
失
守
。
文
中
寢
疾
、
歎
曰
、
天

將

堯
・
舜
之
運
、
而
吾
不
遇
焉
、
嗚
呼
」。

（
六
）
文
中
子
曰
、
道
之
不
勝
時
久
矣
。
吾
將
若
之
何
。
董
常
曰
、
夫
子
自
秦
歸
晉
、

宅
居
汾
陽
⑴

、
然
後
三
才
五
常
⑵

、
各
得
其
所
⑶

。

　
文
中
子
が
言
っ
た
「
道
が
時
代
の
流
れ
に
対
抗
し
き
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
私

は
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」。
董
常
が
言
っ
た
「
先
生
が
秦
（
長
安
）
か
ら
晉

（
汾
陽
）
に
お
戻
り
に
な
り
、（
故
郷
の
）
汾
陽
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
、
初
め
て
三

才
（
天
地
人
）・
五
常
（
仁
義
礼
智
信
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
然
る
べ
く
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
で
す
」。



六

⑴
　
從
自
秦
至
汾
陽
　
阮
逸
注「
秦
長
安
、
隋
都
也
。
晉
汾
陽
、
子
郷
也
」。『
中
説
』

文
中
子
世
家「
仁
壽
三
年
、
文
中
子
冠
矣
。
慨
然
有
濟
蒼
生
之
心
、
西
遊
長
安
、

見
隋
文
帝
。
…
…
時
將
有
蕭
牆
之
釁
、
文
中
子
知
謀
之
不
用
也
、
作
東
征
之
歌

而
歸
」。

⑵
　
三
才
五
常
　
三
才
、
王
道
篇
（
一
）
注
⒀
、
參
照
。
五
常
、『
漢
書
』
董
仲
舒
傳

「
夫
仁
誼
禮
知
信
、
五
常
之
道
、
王
者
所
當
脩
飭
也
」。

⑶
　
從
夫
子
至
其
所
　『
論
語
』
子
罕
「
子
曰
、
吾
自
衞
反
魯
、
然
後
樂
正
、
雅
頌
各

得
其
所
」。

（
七
）
薛
收
曰
、
敢
問
續
書
之
始
於
漢
、
何
也
。
子
曰
、
六
國
之
弊
⑴

、
亡
秦
之
酷
⑵

、

吾
不
忍
聞
也
。
又
焉
取
皇
綱
乎
⑶

。
漢
之
統
天
下
也
、
其
除
殘
穢
、
與
民
更
始
⑷

、
而

興
其
視
聽
乎
⑸

。
薛
收
曰
、
敢
問
續
詩
之
備
六
代
⑹

、
何
也
。
子
曰
、
其
以
仲
尼
三
百

始
終
於
周
乎
⑺

。
收
曰
、
然
。
子
曰
、
余
安
敢
望
仲
尼
。
然
至
興
衰
之
際
、
未
嘗
不

再
三
焉
。
故
具
六
代
始
終
、
所
以
告
也
⑻

。

　
薛
収
が
言
っ
た
「
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、『
続
書
』
が
漢
代
か
ら
開
始
さ
れ

る
の
は
、
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
六
国
（
燕
・
魏
・
齊
・
楚
・

韓
・
趙
）に
よ
る
弊
害
や
、
亡
秦（
始
皇
帝
）に
よ
る
酷
政
は
、
私
に
は
聞
く
に
堪
え

な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ど
う
し
て
そ
こ
に
王
道
の
綱
紀
を
見
出
し
得
よ
う
。
漢
王

朝
が
天
下
を
統
一
す
る
と
、
邪
悪
で
汚
れ
た
者
ど
も
を
排
除
し
、
民
衆
と
と
も
に
政

治
を
刷
新
す
る
こ
と
で
、
民
衆
た
ち
の
耳
目
の
蒙
を
啓
い
た
の
だ
」。
薛
収
が
言
っ

た「
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、『
続
詩
』に
六
代（
晋
・
宋
・
北
魏
・
北
齊
・
北
周
・

隋
）
の
歌
謡
が
載
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ

た「（
そ
う
問
う
の
は
）孔
子
の『
詩
』三
百
篇
が
周
一
代
だ
け
の
歌
謡
に
終
始
し
て
い

る
か
ら
か
」。
収
が
言
っ
た
「
そ
う
で
す
」。
先
生
が
言
っ
た
「
私
に
ど
う
し
て
孔
子

を
期
待
で
き
よ
う
か
。
だ
が
勃
興
と
衰
退
の
交
替
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
考
え
て

き
た
。
そ
こ
で
六
代
の
最
初
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
載
録
す
る
こ
と
で
、
時
の
君
主
様

に
そ
の
風
俗
を
伝
え
た
の
だ
」。

⑴
　
六
國
　
阮
逸
注「
六
國
、
燕
王
喜
・
魏
王
假
・
齊
王
建
・
楚
王
負
芻
・
韓
王
安
・

趙
王
嘉
也
」。

⑵
　
亡
秦
　
阮
逸
注「
亡
秦
、
始
皇
也
」。

⑶
　
皇
綱
　
班
固
「
答
賓
戲
」（『
文
選
』
卷
四
五
）「
方
今
大
漢
、
洒
埽
群
穢
、
夷
險

芟
荒
、
廓
帝
紘
、
恢
皇
綱
、
基
隆
於
羲
農
、
規
廣
於
黃
唐
」。

⑷
　
與
民
更
始
　『
漢
書
』武
帝
紀「
詔
曰
、
…
…
其
赦
天
下
、
與
民
更
始
」。

⑸
　
視
聽
　『
書
』泰
誓
中「
天
視
自
我
民
視
、
天
聽
自
我
民
聽
」。

⑹
　
六
代
　
王
道
篇（
一
）注
⒂
、
參
照
。

⑺
　
仲
尼
三
百
　『
論
語
』
爲
政
「
子
曰
、
詩
三
百
、一
言
以
蔽
之
、
曰
思
無
邪
」、
子

路「
子
曰
、
誦
詩
三
百
、
授
之
以
政
、
不
達
。
使
於
四
方
、
不
能
專
對
。
雖
多
、

亦
奚
以
爲
」。

⑻
　
告
　
阮
逸
注「
告
猶
貢
也
、
貢
其
俗
於
時
君
」。

（
八
）
文
中
子
曰
、
天
下
無
賞
罰
⑴

三
百
載
矣
⑵

。
元
經
可
得
不
興
乎
⑶

。
薛
收
曰
、
始

於
晉
惠
、
何
也
。
子
曰
、
昔
者
明
王
在
上
⑷

、
賞
罰
其
有
差
乎
。
元
經
褒
貶
、
所
以

代
賞
罰
者
也
、
其
以
天
下
無
主
而
賞
罰
不
明
乎
。
薛
收
曰
、
然
則
春
秋
之
始
周
平
・

魯
隱
、
其
志
亦
若
斯
乎
。
子
曰
、
其
然
乎
。
而
人
莫
之
知
也
⑸

。
薛
收
曰
、
今
乃
知

天
下
之
治
、
聖
人
斯
在
上
矣
。
天
下
之
亂
、
聖
人
斯
在
下
矣
⑹

。
聖
人
達
而
賞
罰
行
、

聖
人
窮
而
褒
貶
作
。
皇
極
所
以
復
建
而
斯
文
不
喪
也
⑺

。
不
其
深
乎
⑻

。
再
拜
而
出
、

以
告
董
生
。
董
生
曰
、
仲
尼
沒
而
文
在
茲
乎
⑼

。

　
文
中
子
が
言
っ
た
「
天
下
に
賞
罰
が
存
し
な
く
な
っ
て
三
百
年
に
な
っ
た
。『
元

経
』が
登
場
し
な
い
わ
け
に
は
い
く
ま
い
」。
薛
収
が
言
っ
た「（『
元
経
』が
）西
晋
・

恵
帝
か
ら
始
ま
る
の
は
、
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
昔
は
聖
明

な
る
君
主
が
上
に
お
り
、
賞
罰
に
錯
誤
な
ど
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。『
元
経
』
の
毀
誉

褒
貶
は
、
賞
罰
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
天
下
に
君
主
が
お
ら
ず
、
賞

罰
が
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
登
場
し
た
の
だ
」。
薛
収
が
言
っ
た「
そ

れ
で
は
『
春
秋
』
が
周
・
平
王
、
魯
・
隠
公
か
ら
始
ま
る
、
そ
の
志
向
す
る
と
こ
ろ



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

七

も
、
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
そ
れ
は
そ
う

だ
よ
。
だ
が
そ
れ
を
知
る
人
が
い
な
い
の
だ
」。
薛
収
が
言
っ
た
「
今
や
っ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
天
下
が
治
ま
っ
て
い
る
際
に
は
、
聖
人
（
周
公
）
が
上
に
い
る
の
で
す
。

天
下
が
乱
れ
て
い
る
際
に
は
、
聖
人
（
孔
子
）
が
下
に
い
る
の
で
す
。
聖
人
の
顕
達

の
折
に
は
賞
罰
が
遂
行
さ
れ
、
聖
人
の
困
窮
の
折
に
は
褒
貶
が
著
述
さ
れ
る
の
で

す
。（『
元
經
』
に
よ
り
）
中
正
の
道
が
再
び
施
行
さ
れ
て
こ
そ
、
こ
の
文
化
が
喪
失

し
な
い
の
で
す
。
そ
の
意
義
は
何
と
深
い
の
で
し
ょ
う
か
」。（
薛
収
は
）
二
度
拝
礼

し
て
外
に
出
、
董
常
に（
以
上
の
会
話
の
内
容
を
）伝
え
た
。
董
常
が
言
っ
た「
孔
子

が
こ
の
世
を
去
っ
て
も
、
文
化
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
」。

⑴
　
賞
罰
　『
書
』
康
王
之
誥
「
惟
新
陟
王
、
畢
協
賞
罰
。
戡
定
厥
功
、
用
敷
遺
後
人

休
」。

⑵
　
三
百
載
矣
　
阮
逸
注「
自
晉
惠
帝
・
永
平
元
年
至
隋
開
皇
十
年
、
凡
三
百
載
」。

⑶
　
元
經
可
得
不
興
乎
　『
中
説
』魏
相
篇「
董
常
曰
、
夫
子
以
續
詩
・
續
書
爲
朝
廷
、

禮
論
・
樂
論
爲
政
化
、
贊
易
爲
司
命
、
元
經
爲
賞
罰
。
此
夫
子
所
以
生
也
」。

⑷
　
明
王
在
上
　『
漢
書
』元
帝
紀「（
永
光
四
年
夏
六
月
）戊
寅
晦
、
日
有
蝕
之
。
詔

曰
、
蓋
聞
明
王
在
上
、
忠
賢
布
職
、
則
羣
生
和
樂
、
方
外
蒙
澤
」。

⑸
　
人
莫
之
知
也
　『
論
語
』
憲
問
「
子
曰
、
管
仲
相
桓
公
、
霸
諸
侯
、
一
匡
天
下
、

民
到
于
今
受
其
賜
。
微
管
仲
、
吾
其
被
髮
左
衽
矣
。
豈
若
匹
夫
匹
婦
之
爲
諒

也
、
自
經
於
溝
瀆
、
而
莫
之
知
也
」、『
後
漢
書
』
應
奉
傳
附
子
劭
「
昔
召
忽
親

死
子
糾
之
難
、
而
孔
子
曰
、
經
於
溝
瀆
、
人
莫
之
知
」。

⑹
　
聖
人
　
阮
逸
注「
周
公
上
、
仲
尼
下
」。

⑺
　
從
皇
極
至
喪
也
　
皇
極
、
王
道
篇（
一
）注
⑿
、
參
照
。『
中
説
』魏
相
篇「
文
中

子
曰
、
元
經
有
常
也
。
所
正
以
道
、
於
是
乎
見
義
。
元
經
有
變
。
所
行
有
適
、

於
是
乎
見
權
。
權
・
義
舉
而
皇
極
立
。
董
常
曰
、
夫
子
六
經
、
皇
極
之
能
事
畢

矣
」。『
論
語
』
子
罕
「
子
畏
於
匡
。
曰
、
文
王
既
沒
、
文
不
在
茲
乎
。
天
之
將

喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得
與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予

何
」。

⑻
　
其
不
深
乎
　『
中
説
』
周
公
篇
「
子
曰
、
先
王
法
服
、
不
其
深
乎
（
阮
逸
注
、
有

深
旨
）」。

⑼
　
從
仲
尼
至
茲
乎
　
注
⑺
、
參
照
。

（
九
）
文
中
子
曰
、
卓
哉
、
周
・
孔
之
道
。
其
神
之
所
爲
乎
⑴

。
順
之
則
吉
、
逆
之
則

凶
。

　
文
中
子
が
言
っ
た
「
卓
越
し
た
も
の
だ
な
あ
、
周
公
・
孔
子
の
道
と
は
。
そ
れ
は

神
の
成
し
遂
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
順
応
す
れ
ば
吉
で
あ
り
、
こ
れ
に
逆

行
す
れ
ば
凶
で
あ
る
」。 

⑴
　
其
神
之
所
爲
乎
　『
易
』
繫
辭
傳
上
「
子
曰
、
知
變
化
之
道
者
、
其
知
神
之
所
爲

乎
」。

（
一
〇
）
子
述
元
經
皇
始
⑴

之
事
、
歎
焉
。
門
人
未
達
。
叔
恬
⑵

曰
、
夫
子
之
歎
、
蓋

歎
命
矣
。
書
云
、
天
命
不
於
常
、
惟
歸
乃
有
德
⑶

。
戎
狄
之
德
、
黎
民
懷
之
⑷

、
三
才

其
捨
諸
⑸

。
子
聞
之
曰
、
凝
、
爾
知
命
哉
⑹

。

　
先
生
が『
元
経
』の（
北
魏
）皇
始
年
間
の
事
に
つ
い
て
講
述
し
、
歎
声
を
あ
げ
た
。

門
人
た
ち
は
真
意
を
は
か
り
か
ね
た
。
叔
恬
が
言
っ
た
「
先
生
が
歎
声
を
あ
げ
た
の

は
、
思
う
に
命
に
つ
い
て
歎
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
書
』
に
「
天
命
と
は
恒
常
的
な
も

の
で
は
な
く
、
た
だ
有
徳
の
者
に
の
み
寄
り
添
う
」
と
言
う
。
拓
跋
氏
の
有
す
る
徳

に
、
民
衆
た
ち
が
心
寄
せ
て
慕
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
三
才
（
天
地
人
）
が
ど
う
し
て

こ
れ
を
見
捨
て
よ
う
か
」。
先
生
は
こ
れ
を
聞
い
て
言
っ
た
「
凝
よ
、
お
前
は
命
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
な
」。

⑴
　
皇
始
　
張
氏
注
「
北
魏
道
武
帝
拓
跋
珪
年
號
。
皇
始
二
年
拓
跋
珪
滅
後
燕
、
統

一
黄
河
以
北
地
區
、
次
年
建
都
平
城
、
今
山
西
大
同
」。

⑵
　
叔
恬
　
阮
逸
注
「
王
凝
、
字
叔
恬
、
子
之
弟
也
。
爲
御
史
、
彈
侯
君
集
、
爲
長

孫
無
忌
所
惡
、
出
爲
太
原
令
。
王
氏
家
書
稱
太
原
府
君
」。



八

⑶
　
從
書
云
至
有
德
　『
書
』咸
有
一
德「
曰
、
嗚
呼
、
天
難
諶
、
命
靡
常
。
常
厥
德
、

保
厥
位
。
厥
德
匪
常
、
九
有
以
亡
。
…
…
非
天
私
我
有
商
、
惟
天
佑
于
一
德
。

非
商
求
于
下
民
、
惟
民
歸
于
一
德
」、
康
誥
「
王
曰
、
嗚
呼
、
肆
汝
小
子
封
、

惟
命
不
于
常
」、『
詩
』大
雅
・
文
王「
侯
服
于
周
、
天
命
靡
常
」。

⑷
　
戎
狄
之
德
、
黎
民
懷
之
　『
書
』
大
禹
謨
「
臯
陶
邁
種
德
、
德
乃
降
、
黎
民
懷

之
」。

⑸
　
三
才
其
舍
諸
　
三
才
、
王
道
篇（
一
）注
⒀
、
參
照
。『
論
語
』雍
也「
子
謂
仲
弓

曰
、
犂
牛
之
子
、
騂
且
角
、
雖
欲
勿
用
、
山
川
其
舍
諸
」。

⑹
　
知
命
　『
論
語
』
堯
曰
「
孔
子
曰
、
不
知
命
、
無
以
爲
君
子
也
。
不
知
禮
、
無
以

立
也
。
不
知
言
、
無
以
知
人
也
」。

（
一
一
）子
在
長
安
、
楊
素
・
蘇
夔
・
李
德
林
皆
請
見
⑴

。
子
與
之
言
、
歸
而
有
憂
色
⑵

。

門
人
問
子
、
子
曰
、
素
與
吾
言
終
日
⑶

、
言
政
而
不
及
化
。
夔
與
吾
言
終
日
、
言
聲

而
不
及
雅
⑷

。
德
林
與
吾
言
終
日
、
言
文
而
不
及
理
。
門
人
曰
、
然
則
何
憂
。
子
曰
、

非
爾
所
知
也
⑸

。
二
三
子
⑹

皆
朝
之
預
議
者
也
。
今
言
政
而
不
及
化
、
是
天
下
無
禮

也
。
言
聲
而
不
及
雅
、
是
天
下
無
樂
也
。
言
文
而
不
及
理
、
是
天
下
無
文
也
。
王
道

從
何
而
興
乎
⑺

。
吾
所
以
憂
也
。
門
人
退
。
子
援
琴
鼓
蕩
之
什
⑻

、
門
人
皆
霑
襟
焉
⑼

。

　
先
生
が
長
安
に
い
た
と
き
、
楊
素
・
蘇
夔
・
李
徳
林
が
そ
ろ
っ
て
接
見
を
願
い
出

た
。
先
生
は
彼
ら
と
話
を
し
、
帰
っ
て
か
ら
顔
に
憂
愁
の
色
を
帯
び
て
い
た
。
門
人

が
先
生
に
問
い
か
け
る
と
、
先
生
は
言
っ
た
「
楊
素
は
私
と
一
日
語
り
合
い
、
政
治

に
つ
い
て
は
話
し
て
も
、
教
化
に
は
言
及
が
な
か
っ
た
。
蘇
夔
は
私
と
一
日
語
り
合

い
、
音
声
・
音
律
に
つ
い
て
は
話
し
て
も
、
音
楽
に
よ
る
徳
化
に
は
言
及
が
な
か
っ

た
。
李
徳
林
は
私
と
一
日
語
り
合
い
、
表
面
上
の
修
辞
に
つ
い
て
は
話
し
て
も
、
中

身
あ
る
実
理
に
は
言
及
が
な
か
っ
た
」。
門
人
が
言
っ
た
「
そ
れ
で
は
何
を
憂
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
お
前
に
わ
か
る
こ
と
で
は
な
い
。
彼
ら

は
み
な
朝
廷
の
政
治
に
携
わ
っ
て
い
る
者
た
ち
だ
。（
そ
の
彼
ら
が
）
い
ま
政
治
に

つ
い
て
は
話
し
な
が
ら
、
教
化
に
は
言
及
が
な
い
の
は
、
天
下
に
礼
が
存
し
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
音
声
・
音
律
に
つ
い
て
は
話
し
な
が
ら
、
音
楽
に
よ
る
徳

化
に
は
言
及
が
な
い
の
は
、
天
下
に
楽が
く

が
存
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
表
面

上
の
修
辞
に
つ
い
て
は
話
し
な
が
ら
、
中
身
あ
る
実
理
に
は
言
及
が
な
い
の
は
、
天

下
に
文
化
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。（
こ
れ
で
は
）
王
道
は
何
を
根
拠
に
興

隆
す
る
と
言
う
の
か
。
私
が
憂
い
を
抱
く
所
以
で
あ
る
」。
門
人
が
退
席
し
た
。
先

生
が
琴
を
引
き
寄
せ
『
詩
』
蕩
の
う
た
を
奏
で
る
と
、
門
人
た
ち
は
誰
も
が
涙
で
襟

を
濡
ら
し
た
。 

⑴
　
楊
素
・
蘇
夔
・
李
德
林
皆
請
見
　
阮
逸
注「
楊
素
、
字
處
道
。
煬
帝
時
爲
司
徒
、

專
朝
政
。
蘇
夔
、
字
伯
尼
。
善
鐘
律
、
隋
樂
多
從
夔
議
。
李
德
林
、
字
公
輔
。

佐
命
掌
軍
書
、
爲
儀
同
、
頗
自
負
。
三
人
知
文
中
子
賢
、
來
請
謁
見
」。
楊
素
、

『
隋
書
』
列
傳
第
一
三
。
蘇
夔
、
同
列
傳
第
六
。
李
德
林
、
同
列
傳
第
七
。
李

德
林
卒
時
、
王
通
僅
八
歳
、
請
見
之
事
、
可
疑
。
説
見
于
張
氏
書
。
又
請
見
、

王
道
篇（
二
八
）注
⑸
、
參
照
。

⑵
　
有
憂
色
　『
春
秋
左
氏
傳
』
宣
公
一
二
年
「
城
濮
之
役
、
晉
師
三
日
穀
、
文
公
猶

有
憂
色
」。

⑶
　
與
吾
言
終
日
　『
論
語
』爲
政「
子
曰
、
吾
與
回
言
終
日
、
不
違
如
愚
」。

⑷
　
言
聲
而
不
及
雅
　
阮
逸
注「
知
音
爲
聲
、
知
德
爲
雅
」。

⑸
　
非
爾
所
知
　『
禮
記
』
雜
記
下
「
子
貢
觀
於
蜡
。
孔
子
曰
、
賜
也
樂
乎
。
對
曰
、

一
國
之
人
皆
若
狂
、
賜
未
知
其
樂
也
。
子
曰
、
百
日
之
蜡
、
一
日
之
澤
、
非
爾

所
知
也
」。

⑹
　
二
三
子
　
二
三
子
、『
論
語
』中
屢
見
、
述
而「
子
曰
、
二
三
子
、
以
我
爲
隱
乎
。

吾
無
隱
乎
爾
、
吾
無
行
而
不
與
二
三
子
者
、
是
丘
也
」。『
禮
記
』
檀
弓
上
「
孔

子
與
門
人
立
。
拱
而
尚
右
。
二
三
子
亦
皆
尚
右
。
孔
子
曰
、
二
三
子
之
嗜
學

也
。
我
則
有
姊
之
喪
故
也
。
二
三
子
皆
尚
左
」。

⑺
　
王
道
從
何
而
興
乎
　
裴
廷
翰
『
樊
川
文
集
』
序
「
文
中
子
曰
、
言
文
而
不
及
理
、

是
天
下
無
文
也
。
王
道
何
從
而
興
乎
」、
王
道
篇
（
三
一
）「
子
曰
、
悠
悠
素
餐

者
、
天
下
皆
是
、
王
道
從
何
而
興
乎
」。

⑻
　
子
援
琴
鼓
蕩
之
什
　『
韓
非
子
』
十
過
「
平
公
曰
、
善
。
乃
召
師
涓
、
令
坐
師
曠



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

九

之
旁
、
援
琴
鼓
之
」。『
詩
』
大
雅
・
蕩
序
「
蕩
、
召
穆
公
傷
周
室
大
壞
也
。
厲

王
無
道
、
天
下
蕩
蕩
、
無
綱
紀
文
章
。
故
作
是
詩
也
」。

⑼
　
門
人
皆
沾
襟
焉
　
阮
逸
注「
哀
隋
將
亡
」。

（
一
二
）
子
曰
、
或
安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
畏
而
行
之
。
及
其
成
功
一
也
⑴

。

稽
德
則
遠
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
あ
る
人
は
安
ら
か
な
う
ち
に
道
を
行
な
い
、
あ
る
人
は
名
誉
名

声
を
求
め
て
道
を
行
な
い
、
あ
る
人
は
（
人
よ
り
劣
る
こ
と
を
恥
じ
て
）
無
理
に
道

を
行
な
う
。
道
を
成
し
遂
げ
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。（
三
者
の
備
え
る
）
徳
を

考
え
る
と
差
は
大
き
い
」。

⑴
　
從
或
安
至
一
也
　『
禮
記
』
中
庸
「
天
下
之
達
道
五
、
所
以
行
之
者
三
。
…
…
或

安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
勉
強
而
行
之
。
及
其
成
功
一
也
（
鄭
玄
注
、
利

謂
貪
榮
名
也
。
勉
強
、
恥
不
若
人
）」。

⑵
　
稽
德
則
遠
　
張
氏
注
「
孟
子
公
孫
丑
上
、
孟
子
曰
、
以
力
假
仁
者
霸
、
霸
必
有

大
國
。
以
德
行
仁
者
王
、
王
不
待
大
。
湯
以
七
十
里
、
文
王
以
百
里
。
以
力
服

人
者
、
非
心
服
也
、
力
不
贍
也
。
以
德
服
人
者
、
中
心
悅
而
誠
服
也
、
如
七
十

子
之
服
孔
子
也
。
故
曰
、
成
功
一
也
、
稽
德
則
遠
」。

（
一
三
）賈
瓊
⑴

習
書
、
至
桓
榮
之
命
⑵

、
曰
、
洋
洋
乎
⑶

、
光
・
明
之
業
⑷

。
天
實
監
爾
、

能
不
以
揖
讓
終
乎
⑸

。

　
賈
瓊
が『
続
書
』を
学
び
、「
桓
栄
の
命
」の
箇
所
に
ま
で
至
っ
て
言
っ
た「
盛
大
で

あ
る
な
あ
、（
後
漢
）
光
武
帝
・
明
帝
の
功
業
は
。
ま
っ
た
く
天
が
こ
れ
を
し
っ
か

り
見
て
お
り
、
最
後
は
禅
譲
に
よ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」。

⑴
　
賈
瓊
　
阮
逸
注
「
門
人
、
未
見
」。
張
氏
注
「
中
山
人
、
王
門
高
弟
、
從
王
通
受

禮
學
、
曾
仕
楊
玄
感
」。

⑵
　
桓
榮
之
命
　
阮
逸
注
「
續
書
有
桓
榮
之
命
篇
。
榮
、
字
春
卿
。
漢
光
武
太
子

傅
」。
桓
榮
、『
後
漢
書
』列
傳
第
二
七
。

⑶
　
洋
洋
乎
　『
論
語
』
泰
伯
「
子
曰
、
師
摯
之
始
、
關
雎
之
亂
、
洋
洋
乎
、
盈
耳

哉
」。

⑷
　
光
明
之
業
　
阮
逸
注「
光
武
・
明
帝
」。

⑸
　
能
不
以
揖
讓
終
乎
　
阮
逸
注「
初
、
光
武
立
東
海
王
強
爲
太
子
、
強
讓
其
弟
陽
。

陽
立
、
是
謂
明
帝
。
蓋
天
命
授
陽
而
使
榮
傅
之
、
所
以
終
讓
成
美
也
」。『
韓
非

子
』
八
説
「
古
者
人
寡
而
相
親
、
物
多
而
輕
利
易
讓
、
故
有
揖
讓
而
傳
天
下
者
。

然
則
行
揖
讓
、
高
慈
惠
、
而
道
仁
厚
、
皆
推
政
也
」。

（
一
四
）繁
師
玄
將
著
北
齊
錄
⑴

、
以
告
子
。
子
曰
、
無
苟
作
也
⑵

。

　
繁
師
玄
が
『
北
斉
録
』
を
著
そ
う
と
し
て
、
そ
の
旨
を
先
生
に
告
げ
た
。
先
生
が

言
っ
た「
い
い
加
減
な
も
の
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
」。

⑴
　
繁
師
玄
將
著
北
齊
錄
　
阮
逸
注「
李
德
林
父
子
倶
有
北
齊
書
、
王
邵
有
北
齊
志
、

師
玄
撮
其
要
爲
錄
」。『
舊
唐
書
』
格
輔
元
傳
「
格
輔
元
者
、
汴
州
浚
儀
人
也
。

伯
父
德
仁
、
隋
剡
縣
丞
、
與
同
郡
人
齊
王
文
學
王
孝
逸
・
文
林
郎
繁
師
玄
・
羅

川
郡
戶
曹
靖
君
亮
・
司
隸
從
事
鄭
祖
咸
・
宣
城
縣
長
鄭
師
善
・
王
世
充
中
書
舍

人
李
行
簡
・
處
士
盧
協
等
八
人
、
以
辭
學
擅
名
、
當
時
號
爲
陳
留
八
俊
」。

⑵
　
無
苟
作
也
　『
論
語
』子
路「
君
子
於
其
言
、
無
所
苟
而
已
矣
」。

（
一
五
）
越
公
以
食
經
⑴

遺
子
、
子
不
受
。
曰
、
羹
藜
含
糗
⑵

、
無
所
用
也
。
答
之
以

酒
誥
及
洪
範
三
德
⑶

。

　
越
公
（
楊
素
）
が
『
食
経
』
を
先
生
に
贈
っ
た
が
、
先
生
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

言
う
に
は「
粗
末
な
物
を
飲
食
し
て
い
る
者
に
は
、
無
用
な
本
だ
」。（『
書
』の
）「
酒

誥
」、
ま
た「
洪
範
」の
三
つ
の
徳
を
以
て
返
答
と
し
た
。 

⑴
　
食
經
　
阮
逸
注
「
食
經
、
淮
南
王
撰
、
盧
仁
宗
・
崔
浩
亦
有
之
」。
張
氏
注
「
隋

書
・
經
籍
志
三
・
醫
方
類
、
載
崔
氏
食
經
四
卷
、
食
經
十
四
卷
、
梁
有
食
經
二



一
〇

卷
、
又
食
經
十
九
卷
、
食
經
三
卷
、
馬
琬
撰
。
又
大
業
拾
遺
記
記
、
隋
煬
帝
時

尚
食
直
長
謝
諷
、
著
有
淮
南
玉
食
經
、
已
亡
」。

⑵
　
羹
藜
含
糗
　『
漢
書
』王
襃
傳（
又「
聖
主
得
賢
臣
頌
」（『
文
選
』卷
四
七
））「
羹

藜
唅
糗
者
、
不
足
與
論
太
牢
之
滋
味
（
服
虔
曰
、
唅
音
含
。
師
古
曰
、
糗
即
今

之
熬
米
麥
所
爲
者
）」。『
論
語
』里
仁「
子
曰
、
士
志
於
道
、
而
恥
惡
衣
惡
食
者
、

未
足
與
議
也
」。

⑶
　
酒
誥
及
洪
範
三
德
　『
書
』
酒
誥
題
下
孔
傳
「
康
叔
監
殷
民
、
殷
民
化
紂
嗜
酒
、

故
以
戒
酒
誥
」。
洪
範
「
六
、三
德
。
一
曰
正
直
、
二
曰
剛
克
、
三
曰
柔
克
。
平

康
正
直
、
彊
弗
友
剛
克
、
燮
友
柔
克
。
沈
潛
剛
克
、
高
明
柔
克
。
惟
辟
作
福
、

惟
辟
作
威
、
惟
辟
玉
食
、
臣
無
有
作
福
作
威
玉
食
。
臣
之
有
作
福
作
威
玉
食
、

其
害
于
而
家
、
凶
于
而
國
。
人
用
側
頗
僻
、
民
用
僭
忒
」。

（
一
六
）子
曰
、
小
人
不
激
不
勵
、
不
見
利
不
勸
⑴

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
小
人
は
激
励
さ
れ
ね
ば
励
み
行
な
わ
ず
、
利
益
を
見
せ
な
け
れ

ば
努
力
を
し
な
い
」。

⑴
　
從
子
曰
至
不
勸
　『
論
語
』
述
而
「
子
曰
、
不
憤
不

、
不
悱
不
發
」、『
易
』
繫

辭
傳
下
「
子
曰
、
小
人
不
恥
不
仁
、
不
畏
不
義
、
不
見
利
不
勸
、
不
威
不
懲
。

小
懲
而
大
誡
、
此
小
人
之
福
也
」。『
論
語
』
里
仁
「
子
曰
、
君
子

於
義
、
小

人

於
利
」。

（
一
七
）靖
君
亮
⑴

問
辱
。
子
曰
、
言
不
中
、
行
不
謹
、
辱
也
⑵

。

　
靖
君
亮
が「
辱
」に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
言
っ
た「
発
言
が
当
を
得
ず
、
行

動
に
慎
重
さ
や
配
慮
が
欠
け
て
い
る
、
こ
れ
が「
辱
」で
あ
る
」。

⑴
　
靖
君
亮
　
王
道
篇（
一
四
）注
⑴
、
參
照
。

⑵
　
從
子
曰
至
辱
也
　
阮
逸
注
「
言
行
、
榮
辱
之
主
也
」。『
易
』
繫
辭
傳
上
「
言
行
、

君
子
之
樞
機
。
樞
機
之
發
、
榮
辱
之
主
也
。
言
行
、
君
子
之
所
以
動
天
地
也
、

可
不
慎
乎
」。『
論
語
』憲
問「
君
子
恥
其
言
而
過
其
行
」。

（
一
八
）
子
曰
、
化
至
九
變
、
王
道
其
明
乎
⑴

。
故
樂
至
九
變
⑵

、
而
淳
氣
洽
矣
⑶

。
裴

晞
⑷

曰
、
何
謂
也
。
子
曰
、
夫
樂
、
象
成
者
也
⑸

。
象
成
莫
大
於
形
而
流
於
聲
、
王
化

始
終
所
可
見
也
⑹

。
故
韶
之
成
也
、
虞
氏
之
恩
被
動
植
矣
、
烏
鵲
之
巢
、
可
俯
而
窺

也
。
鳳
皇
何
爲
而
藏
乎
⑺

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
教
化
が
九
度
の
道
へ
の
変
化
を
遂
げ
れ
ば
、
王
道
は
明
ら
か
に

な
る
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
音
楽
は
九
度
変
化
し
て
、
純
正
中
和
の
気
に
満
ち
溢
れ

る
」。
裴
晞
が
言
っ
た
「
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
そ
も
そ

も
音
楽
と
は
、（
王
者
に
よ
る
功
業
の
）
成
就
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
就
を

象
徴
す
る
の
に
、
音
声
と
し
て
表
出
し
て
流
伝
す
る
以
上
の
や
り
方
は
な
く
、
王
者

に
よ
る
教
化
の
一
部
始
終
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
（
舜
帝
の
）

韶
の
音
楽
が
変
奏
さ
れ
る
と
、
虞
舜
氏
の
恩
沢
は
動
植
物
を
覆
う
よ
う
に
な
り
、
烏

や
鵲
の
巣
で
も
、（
低
い
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
る
の
で
）
上
か
ら
覗
く
こ
と
が
で
き
た

の
だ
。
鳳
凰
が
姿
を
隠
す
は
ず
が
な
い
」。

⑴
　
化
至
九
變
、
王
道
其
明
乎
　
阮
逸
注「
變
、
變
於
道
也
。
孔
子
曰
、
三
年
有
成
。

九
成
二
十
七
年
、
僅
必
世
之
仁
矣
、
故
曰
王
道
明
」。『
論
語
』
子
路
「
子
曰
、

苟
有
用
我
者
、
期
月
而
已
可
也
。
三
年
有
成
」、
同
「
子
曰
、
如
有
王
者
、
必

世
而
後
仁（
何
晏
集
解
、
孔
曰
、
三
十
年
曰
世
。
如
有
受
命
王
者
、
必
三
十
年
、

仁
政
乃
成
）」。『
莊
子
』
天
道
「
古
之
語
大
道
者
、
五
變
而
形
名
可
舉
、
九
變
而

賞
罰
可
言
也
」、『
列
子
』
天
瑞
「
視
之
不
見
、
聽
之
不
聞
、
循
之
不
得
、
故
曰

易
也
。
易
無
形
埒
、
易
變
而
爲
一
、一
變
而
爲
七
、七
變
而
爲
九
。
九
變
者
、
究

也
。
乃
復
變
而
爲
一
」。

⑵
　
樂
至
九
變
　『
周
禮
』春
官
・
大
司
樂「
若
樂
九
變
、
則
人
鬼
可
得
而
禮
矣
」。

⑶
　
淳
氣
洽
矣
　『
禮
記
』樂
記「
樂
者
、
天
地
之
和
也
」。

⑷
　
裴
晞
　
阮
逸
注「
晞
、
子
之
舅
、
傳
未
見
」。
張
氏
注「
資
治
通
鑑
・
唐
紀
一
載
、

唐
武
德
元
年
六
月
、
甲
戌
朔
、
以
趙
公
世
民
爲
尚
書
令
…
…
錄
事
參
軍
裴
晞
爲



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

一
一

尚
書
右
丞
、
新
唐
書
・
高
祖
紀
載
、
武
德
四
年
八
月
、
深
州
人
崔
元
遜
殺
其
刺

史
裴
晞
、
叛
附
於
劉
黑
闥
。
疑
卽
此
人
」。

⑸
　
夫
樂
、
象
成
者
也
　『
禮
記
』
樂
記
「
子
曰
、
居
、
吾
語
汝
。
夫
樂
者
、
象
成
者

也
。
總
干
而
山
立
、
武
王
之
事
也
。
發
揚
蹈
厲
、
大
公
之
志
也
。
武
亂
皆
坐
、

周
・
召
之
治
也
」。

⑹
　
從
象
成
至
見
也
　『
禮
記
』
樂
記
「
凡
音
之
起
、
由
人
心
生
也
。
人
心
之
動
、
物

使
之
然
也
。
感
於
物
而
動
、
故
形
於
聲
（
鄭
玄
注
、
形
猶
見
也
）。
聲
相
應
、

故
生
變
。
變
成
方
、
謂
之
音
。
比
音
而
樂
之
、
及
干
戚
羽
旄
、
謂
之
樂
。
…
…

凡
音
者
、
生
人
心
者
也
。
情
動
於
中
、
故
形
於
聲
。
聲
成
文
、
謂
之
音
。
是
故

治
世
之
音
安
以
樂
、
其
政
和
。
亂
世
之
音
怨
以
怒
、
其
政
乖
。
亡
國
之
音
哀
以

思
、
其
民
困
。
聲
音
之
道
、
與
政
通
矣
」。

⑺
　
從
故
韶
至
藏
乎
　『
書
』益
稷「
簫
韶
九
成
、
鳳
皇
來
儀（
孔
傳
、
韶
、
舜
樂
名
。

言
簫
見
細
器
之
備
。
雄
曰
鳳
、
雌
曰
皇
。
靈
鳥
也
。
儀
有
容
儀
備
。
樂
九
奏
而

致
鳳
皇
、
則
餘
鳥
獸
、
不
待
九
而
率
舞
）。
夔
曰
、
於
、
予
擊
石
拊
石
、
百
獸

率
舞
、
庶
尹
允
諧
」。『
荀
子
』
哀
公
「
哀
公
曰
、
寡
人
問
舜
冠
於
子
、
何
以
不

言
也
。
孔
子
對
曰
、
古
之
王
者
、
有
務
而
拘
領
者
矣
、
其
政
好
生
而
惡
殺
焉
。

是
以
鳳
在
列
樹
、
麟
在
郊
野
、
烏
鵲
之
巢
、
可
俯
而
窺
也
。
君
不
此
問
而
問
舜

冠
、
所
以
不
對
也
」、『
莊
子
』
馬
蹄
「（
至
德
之
世
）
禽
獸
可
係
羈
而
遊
、
鳥
鵲

之
巢
、
可
攀
援
而
闚
」。

（
一
九
）子
曰
、
封
禪
之
費
、
非
古
也
⑴

。
徒
以
誇
天
下
、
其
秦
・
漢
之
侈
心
乎
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
封
禅
の
た
め
の
浪
費
は
、
古
く
か
ら
の
制
度
で
は
な
い
。
徒
に

（
封
禅
に
よ
っ
て
）
天
下
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
、
秦
・
漢
の
驕
り
高
ぶ
っ
た
精
神

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」。 

⑴
　
封
禪
之
費
、
非
古
也
　
阮
逸
注
「
費
、
費
耗
國
用
也
。
三
代
已
前
無
此
禮
。
齊

桓
公
欲
封
太
山
、
禪
梁
甫
、
管
仲
言
、
七
十
二
君
須
得
遠
方
珍
貢
、
乃
可
封

禪
。
特
設
詞
諫
止
耳
、
非
典
禮
所
載
之
實
」。
事
見
于『
史
記
』封
禪
書
。

⑵
　
從
徒
以
至
心
乎
　
阮
逸
注「
始
皇
東
巡
、
上
太
山
、
立
石
封
祠
、
下
、
禪
梁
甫
、

以
頌
秦
德
。
漢
武
帝
用
齊
人
公
孫
卿
言
、
封
禪
登
仙
、
遂
升
中
嶽
。
又
上
太
山

封
土
、
有
玉
牒
、
使
方
士
求
神
仙
千
數
、
無
驗
而
迴
。
此
皆
誇
侈
以
欺
天
下
、

非
事
天
致
誠
之
本
」。
兩
事
各
見
于『
史
記
』封
禪
書
・『
漢
書
』郊
祀
志
上
。
又

『
河
南
程
氏
遺
書
』卷
一
九
及『
困
學
紀
聞
』卷
一
〇
・
諸
子
、
參
照
。

（
二
〇
）子
曰
、
易
樂
者
必
多
哀
⑴

、
輕
施
者
必
好
奪
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
容
易
に
楽
し
む
人
間
は
き
っ
と
哀
し
み
が
多
く
、
軽
々
し
く
施

し
を
す
る
人
間
は
き
っ
と
略
奪
を
好
む
」。

⑴
　
易
樂
者
必
多
哀
　『
淮
南
子
』道
應
訓「（
孔
子
）曰
、
夫
物
盛
而
衰
、
樂
極
則
悲
、

日
中
而
移
、
月
盈
而
虧
」、『
史
記
』
滑
稽
列
傳
・
淳
于
「
酒
極
則
亂
、
樂
極

則
悲
、
萬
事
盡
然
」。

⑵
　
輕
施
者
必
好
奪
　『
老
子
』
第
三
六
章
「
將
欲
奪
之
、
必
固
與
之
、
是
謂
微
明
」。

『
淮
南
子
』人
間
訓「
事
或
奪
之
而
反
與
之
、
或
與
之
而
反
取
之
」。

（
二
一
）子
曰
、
無
赦
之
國
、
其
刑
必
平
⑴

。
多
斂
之
國
、
其
財
必
削
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
赦
免
の
存
し
な
い
国
家
で
は
、
刑
罰
が
き
っ
と
公
平
で
あ
る
。

収
斂
の
多
い
国
家
で
は
、
財
用
が
き
っ
と
消
耗
さ
れ
る
」。

⑴
　
無
赦
之
國
、
其
刑
必
平
　
阮
逸
注「
無
幸
免
、
則
不
深
犯
」。

⑵
　
多
斂
之
國
、
其
財
必
削
　
阮
逸
注「
既
富
侈
、
則
用
益
耗
」。

（
二
二
）子
曰
、
廉
者
常
樂
無
求
⑴

、
貪
者
常
憂
不
足
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た「
廉
潔
な
人
間
は
、
い
つ
だ
っ
て
欲
求
す
る
と
こ
ろ
な
く
楽
し
み
、

貪
欲
な
人
間
は
、
い
つ
だ
っ
て
足
り
な
い
こ
と
を
憂
慮
す
る
」。

⑴
　
廉
者
常
樂
無
求
　『
論
語
』
雍
也
「
子
曰
、
賢
哉
回
也
。
一
簞
食
、
一
瓢
飲
、
在



一
二

陋
巷
。
人
不
堪
其
憂
。
回
也
、
不
改
其
樂
。
賢
哉
回
也
」。

⑵
　
貪
者
常
憂
不
足
　『
老
子
』
第
四
六
章
「
禍
莫
大
於
不
知
足
、
咎
莫
大
於
欲
得
、

故
知
足
之
足
、
常
足
矣
」、『
韓
非
子
』
解
老
「
是
以
不
免
於
欲
利
之
心
、
欲
利

之
心
不
除
、
其
身
之
憂
也
。
…
…
今
不
知
足
者
之
憂
、
終
身
不
解
。
故
曰
、
禍

莫
大
於
不
知
足
」。

（
二
三
）
子
曰
、
杜
如
晦
⑴

若
逢
其
明
王
⑵

、
於
萬
民
其
猶
天
乎
⑶

。
董
常
・
房
元
齡
・

賈
瓊
問
曰
、
何
謂
也
⑷

。
子
曰
、
春
生
之
、
夏
長
之
、
秋
成
之
、
冬
斂
之
⑸

。
父
得
其

爲
父
、
子
得
其
爲
子
、
君
得
其
爲
君
、
臣
得
其
爲
臣
⑹

。
萬
類
咸
宜
、
百
姓
日
用
而

不
知
者
⑺

、
杜
氏
之
任
⑻

、
不
謂
其
猶
天
乎
。
吾
察
之
久
矣
。
目
光
惚
然
、
心
神
忽

然
。
此
其
識
時
運
者
、
憂
不
逢
真
主
以
然
哉
⑼

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
杜
如
晦
は
聖
明
な
る
君
主
の
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
れ
ば
、
世
の

民
衆
た
ち
に
と
っ
て
天
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
ろ
う
か
」。
董
常
・
房
元
齡
・
賈
瓊

が
質
問
し
て
言
っ
た
「
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」。
先
生
は
言
っ
た
「
春
に
芽
が

出
、
夏
に
生
長
し
、
秋
に
は
実
り
が
あ
っ
て
、
冬
に
は
蓄
え
て
お
く
。
父
親
は
父
親

と
し
て
父
親
ら
し
く
、
子
供
は
子
供
と
し
て
子
供
ら
し
く
、
君
主
は
君
主
と
し
て
君

主
ら
し
く
、
臣
下
は
臣
下
と
し
て
臣
下
ら
し
く
あ
る
。
万
物
が
す
べ
て
宜
し
き
状
態

に
あ
り
、
人
民
た
ち
は
毎
日
そ
の
状
態
に
身
を
置
き
な
が
ら
も
そ
れ
に
気
が
付
か
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
杜
氏
（
如
晦
）
の
（
民
衆
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
）
信
任
は
、
天
と
も
言

え
る
存
在
だ
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
私
は
彼
の
様
子
を
気
に
掛
け
て
か
ら
久

し
い
。
視
線
は
迷
っ
た
よ
う
で
、
精
神
は
安
定
し
な
い
。
こ
れ
は
今
の
時
運
を
弁
え

て
お
り
、
真
な
る
君
主
の
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
な
い
で
い
る
こ
と
を
憂
え
て
い
る
か

ら
こ
そ
の
態
度
な
の
で
あ
る
」。

⑴
　
杜
如
晦
　
阮
逸
注
「
杜
如
晦
、
字
克
明
。
唐
太
宗
時
、
朝
政
典
章
文
物
、
皆
杜

所
定
」。

⑵
　
逢
其
明
王
　『
孔
子
家
語
』
本
姓
解
「
惜
乎
、
夫
子
之
不
逢
明
王
、
道
德
不
加
于

民
」。

⑶
　
於
萬
民
其
猶
天
乎
　
張
氏
注
「
參
見
論
語
・
泰
伯
、
大
哉
堯
之
爲
君
也
。
巍
巍

乎
。
唯
天
爲
大
、
唯
堯
則
之
。
蕩
蕩
乎
、
民
無
能
名
焉
。
巍
巍
乎
其
有
成
功

也
、
煥
乎
其
有
文
章
」。

⑷
　
從
董
常
至
謂
也
　
阮
逸
注「
疑
稱
天
太
過
」。

⑸
　
春
生
之
、
夏
長
之
、
秋
成
之
、
冬
斂
之
　『
史
記
』
太
史
公
自
序
「
乃
論
六
家
之

要
指
曰
、
…
…
夫
陰
陽
…
…
夫
春
生
夏
長
、
秋
收
冬
藏
、
此
天
道
之
大
經
也
」、

『
越
絶
書
』卷
一
三「
春
者
、
夏
之
父
也
。
故
春
生
之
、
夏
長
之
、
秋
成
而
殺
之
、

冬
受
而
藏
之
」、『
吳
越
春
秋
』
勾
踐
陰
謀
外
傳
第
九
「
十
一
年
…
…
春
種
八
穀
、

夏
長
而
養
、
秋
成
而
聚
、
冬
畜
而
藏
」、『
禮
記
』
樂
記
「
春
作
夏
長
、
仁
也
。

秋
斂
冬
藏
、
義
也
」。

⑹
　
從
父
得
至
爲
臣
　『
論
語
』
顏
淵
「
齊
景
公
問
政
於
孔
子
。
孔
子
對
曰
、
君
君
、

臣
臣
、
父
父
、
子
子
。
公
曰
、
善
哉
。
信
如
君
不
君
、
臣
不
臣
、
父
不
父
、
子

不
子
、
雖
有
粟
、
吾
得
而
食
諸
」。

⑺
　
百
姓
日
用
而
不
知
者
　『
易
』
繫
辭
傳
上
「
百
姓
日
用
而
不
知
、
故
君
子
之
道
鮮

矣
」。

⑻
　
杜
氏
之
任
　『
論
語
』
陽
貨
「
子
張
問
仁
於
孔
子
。
孔
子
曰
、
能
行
五
者
、
於
天

下
爲
仁
矣
。
請
問
之
。
曰
、
恭
・
寬
・
信
・
敏
・
惠
。
恭
則
不
侮
、
寬
則
得
衆
、

信
則
人
任
焉
、
敏
則
有
功
、
惠
則
足
以
使
人
」、
堯
曰
「
寬
則
得
衆
、
信
則
民

任
焉
、
敏
則
有
功
、
公
則
説
」。

⑼
　
從
此
其
至
然
哉
　
阮
逸
注「
知
隋
運
亡
、
又
未
遇
太
宗
、
所
以
恍
忽
憂
也
」。

（
二
四
）
叔
恬
曰
、
舜
一
歲
而
巡
五
嶽
⑴

、
國
不
費
而
民
不
勞
、
何
也
。
子
曰
、
無
他

道
也
⑵

。
兵
衞
少
而
徵
求
寡
也
⑶

。

　
叔
恬（
王
凝
）が
言
っ
た「
舜
帝
は
一
年
で
五
岳
を
巡
り
ま
し
た
が
、
国
財
を
浪
費

せ
ず
に
民
衆
を
労
役
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
で
す
か
」。
先
生
が
言
っ
た

「
他
に
や
り
方
は
な
か
っ
た
の
だ
よ
。
兵
士
・
守
衛
の
数
は
少
な
く
て
賦
税
の
徴
収

も
多
く
な
か
っ
た
の
だ
」。



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

一
三

⑴
　
舜
一
歲
而
巡
五
嶽
　『
書
』
舜
典
「
歲
二
月
、
東
巡
守
、
至
于
岱
宗
。
柴
、
望
秩

于
山
川
、
肆
覲
東
后
。
協
時
月
正
日
、
同
律
度
量
衡
。
修
五
禮
・
五
玉
・
三

帛
・
二
生
・
一
死
贄
。
如
五
器
、
卒
乃
復
。
五
月
南
巡
守
、
至
于
南
岳
。
如
岱

禮
。
八
月
西
巡
守
、
至
于
西
岳
。
如
初
。
十
有
一
月
朔
巡
守
、
至
于
北
岳
。
如

西
禮
。
歸
、
格
于
藝
祖
、
用
特
。
五
載
一
巡
守
、
羣
后
四
朝
（
孔
傳
、
各
會
朝

于
方
岳
之
下
、
凡
四
處
、
故
曰
四
朝
）」。
張
氏
注
「
按
此
則
舜
一
歲
巡
四
嶽
」、

阮
逸
注「
書
稱
四
嶽
、
此
言
五
、
舉
成
數
歟
」。

⑵
　
無
他
道
也
　『
荀
子
』
儒
効
「
聖
人
也
者
、
本
仁
義
、
當
是
非
、
齊
言
行
、
不
失

豪
釐
。
無
它
道
焉
、
已
乎
行
之
矣
」。

⑶
　
兵
衞
少
而
徵
求
寡
也
　
張
氏
注
「
史
稱
、
隋
煬
『
頻
出
朔
方
、
三
駕
遼
左
、
旌

旗
萬
里
、
徵
税
百
端
』。『
東
西
遊
幸
、
靡
有
定
居
、
每
以
供
費
不
給
、
逆
收
數

年
之
賦
。』
勞
民
傷
財
、
以
至
於
『
喪
身
滅
國
』。
見
隋
書
・
煬
帝
紀
下
。
此
處

稱
舜
兵
衞
少
而
徵
求
寡
、
國
不
費
而
民
不
勞
、
託
古
以
諷
今
也
」。

（
二
五
）
子
曰
、
王
國
之
有
風
、
天
子
與
諸
侯
夷
乎
。
誰
居
乎
⑴

。
幽
王
之
罪
也
⑵

。

故
始
之
以
黍
離
、
於
是
雅
道
息
矣
⑶

。

　
先
生
が
言
っ
た「（『
詩
』に
）王
国
の「
風
」（
王
風
）が
あ
る
の
は
、
天
子
が
諸
侯

と
同
列
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
誰
の
所
為
な
の
か
。
幽
王
の
罪
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
黍
離
」
の
う
た
か
ら
王
風
を
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
「
雅
」（
小
雅
・
大
雅
）

の
道
が
終
息
し
て
し
ま
っ
た
」。

⑴
　
誰
居
乎
　
阮
逸
注
「
居
、
音
姫
。
禮
記
曰
何
居
」、『
禮
記
』
檀
弓
上
「
檀
弓
曰
、

何
居
。
我
未
之
前
聞
也（
鄭
玄
注
、
居
、
讀
爲
姬
姓
之
姬
」、
郊
特
牲「
孔
子
曰
、

…
…
二
日
伐
鼓
、
何
居（
居
、
讀
爲
姬
、
語
之
助
也
。
何
居
、
怪
之
也
）」。

⑵
　
幽
王
之
罪
也
　『
史
記
』
周
本
紀
「
三
年
、
幽
王
嬖
愛
襃
姒
。
襃
姒
生
子
伯
服
、

幽
王
欲
廢
太
子
。
太
子
母
申
侯
女
、
而
爲
后
。
後
幽
王
得
襃
姒
、
愛
之
、
欲
廢

申
后
、
并
去
太
子
宜
臼
、
以
襃
姒
爲
后
、
以
伯
服
爲
太
子
。
…
…
又
廢
申
后
、

去
太
子
也
。
申
侯
怒
、
與
繒
・
西
夷
犬
戎
攻
幽
王
。
…
…
於
是
諸
侯
乃
卽
申
侯

而
共
立
故
幽
王
太
子
宜
臼
、
是
爲
平
王
、
以
奉
周
祀
。
平
王
立
、
東
遷
于
雒

邑
、
辟
戎
寇
」。

⑶
　
從
子
曰
至
息
矣
　『
詩
』
王
風
・
黍
離
序
「
黍
離
、
閔
宗
周
也
。
周
大
夫
行
役
至

于
宗
周
、
過
故
宗
廟
宮
室
、
盡
爲
禾
黍
。
閔
周
室
之
顛
覆
、
彷
徨
不
忍
去
、
而

作
是
詩
也（
毛
傳
、
宗
周
、
鎬
京
也
。
謂
之
西
周
。
周
、
王
城
也
。
謂
之
東
周
。

幽
王
之
亂
、
而
宗
周
滅
、
平
王
東
遷
、
政
遂
微
弱
、
下
列
於
諸
侯
。
其
詩
不
能

復
雅
、
而
同
於
國
風
焉
）」。

（
二
六
）
子
曰
、
五
行
不
相
沴
、
則
王
者
可
以
制
禮
矣
。
四
靈
爲
畜
⑴

、
則
王
者
可
以

作
樂
矣
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た「
五
行（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）が
互
い
に
阻
害
し
合
わ
な
け
れ

ば
、
王
者
は
礼
を
制
定
す
る
。
四
霊
（
麟
・
鳳
・
亀
・
竜
）
を
馴
ら
し
養
え
ば
、
王

者
は
楽
を
作
成
す
る
」。 

⑴
　
四
靈
爲
畜
　『
禮
記
』
禮
運
「
故
人
者
、
天
地
之
心
也
、
五
行
之
端
也
、
食
味
別

聲
被
色
而
生
者
也
。
故
聖
人
作
則
、
必
以
天
地
爲
本
、
以
陰
陽
爲
端
、
以
四
時

爲
柄
、
以
日
星
爲
紀
、
月
以
爲
量
、
鬼
神
以
爲
徒
、
五
行
以
爲
質
、
禮
義
以
爲

器
、
人
情
以
爲
田
、
四
靈
以
爲
畜
。
以
天
地
爲
本
、
故
物
可
舉
也
。
以
陰
陽
爲

端
、
故
情
可
睹
也
。
以
四
時
爲
柄
、
故
事
可
勸
也
。
以
日
星
爲
紀
、
故
事
可
列

也
。
月
以
爲
量
、
故
功
有
藝
也
。
鬼
神
以
爲
徒
、
故
事
有
守
也
。
五
行
以
爲

質
、
故
事
可
復
也
。
禮
義
以
爲
器
、
故
事
行
有
考
也
。
人
情
以
爲
田
、
故
人
以

爲
奧
也
。
四
靈
以
爲
畜
、
故
飲
食
有
由
也
。
何
謂
四
靈
。
麟
・
鳳
・
龜
・
龍
、

謂
之
四
靈
。
故
龍
以
爲
畜
、
故
魚
鮪
不
淰
。
鳳
以
爲
畜
、
故
鳥
不
獝
。
麟
以
爲

畜
、
故
獸
不
狘
。
龜
以
爲
畜
、
故
人
情
不
失
」。

⑵
　
制
禮
・
作
樂
　『
禮
記
』
明
堂
位
「
六
年
、
朝
諸
侯
於
明
堂
、
制
禮
作
樂
、
頒
度

量
、
而
天
下
大
服
」。

（
二
七
）
子
遊
孔
子
之
廟
。
出
而
歌
曰
、
大
哉
乎
⑴

。
君
君
臣
臣
、
父
父
子
子
、
兄
兄



一
四

弟
弟
、
夫
夫
婦
婦
⑵

、
夫
子
之
力
也
。
其
與
太
極
合
德
⑶

、
神
道
並
行
乎
⑷

。
王
孝
逸
⑸

曰
、
夫
子
之
道
、
豈
少
是
乎
。
子
曰
、
子
未
三
復
白
圭
乎
⑹

。
天
地
生
我
、
而
不
能

鞠
我
。
父
母
鞠
我
、
而
不
能
成
我
。
成
我
者
夫
子
也
。
道
不
啻
天
地
父
母
、
通
於
夫

子
、
受
罔
極
之
恩
⑺

。
吾
子
汨
彝
倫
乎
⑻

。
孝
逸
再
拜
謝
之
、
終
身
不
敢
臧
否
。

　
先
生
が
孔
子
の
廟
に
出
か
け
た
。
廟
を
後
に
し
て
歌
っ
た
「
大
い
な
る
こ
と
だ
な

あ
。
君
主
は
君
主
ら
し
く
臣
下
は
臣
下
ら
し
く
、
父
は
父
ら
し
く
子
は
子
ら
し
く
、

兄
は
兄
ら
し
く
弟
は
弟
ら
し
く
、
夫
は
夫
ら
し
く
妻
は
妻
ら
し
く
、（
こ
れ
は
）
先

生
（
孔
子
）
の
お
力
で
あ
る
。
太
極
と
徳
が
合
致
し
、
神
な
る
道
と
並
び
行
く
も
の

だ
な
あ
」。
王
孝
逸
が
言
っ
た
「
先
生
（
王
通
）
の
道
と
て
、
ど
う
し
て
そ
れ
に
劣
り

ま
し
ょ
う
か
」。
先
生
は
言
っ
た「
お
前
は（
言
葉
を
慎
重
に
と
戒
め
る
）『
詩
』白
圭

篇
を
繰
り
返
し
口
に
は
し
て
い
な
い
の
か
。
天
地
は
私
を
生
み
落
と
し
は
す
る
が
、

私
を
育
て
養
っ
て
は
く
れ
な
い
。
父
母
は
私
を
育
て
養
っ
て
は
く
れ
る
が
、
私
を
完

成
さ
せ
て
は
く
れ
な
い
。
私
を
完
成
さ
せ
る
の
は
、
孔
子
で
あ
る
。
道
は
た
だ
天
地

父
母
か
ら
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
通
は
孔
子
か
ら
、
極
ま
り

な
き
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
前
は
常
な
る
道
を
掻
き
乱
す
つ
も
り
か
」。

孝
逸
は
二
度
拝
礼
し
て
こ
れ
を
謝
罪
し
、
も
う
二
度
と
孔
子
を
論
評
し
な
く
な
っ

た
。

⑴
　
大
哉
乎
　『
孔
子
家
語
』
困
誓
「
子
貢
曰
、
大
哉
乎
死
也
。
君
子
息
焉
、
小
人
休

焉
。
大
哉
乎
死
也
」。『
中
説
』
問
易
「
李
播
聞
而
歎
曰
、
大
哉
乎
一
也
。
天
下

皆
歸
焉
、
而
不
覺
也
」、
又
「
文
中
子
曰
、
…
…
大
哉
乎
。
併
天
下
之
謀
、
兼

天
下
之
智
、
而
理
得
矣
。
我
何
爲
哉
。
恭
己
南
面
而
已
」。

⑵
　
從
君
君
至
婦
婦
　
王
道
篇（
二
三
）注
⑹
、
參
照
。『
易
』家
人「
男
女
正
、
天
地

之
大
義
也
。
家
人
有
嚴
君
焉
、
父
母
之
謂
也
。
父
父
子
子
、
兄
兄
弟
弟
、
夫
夫

婦
婦
、
而
家
道
正
、
正
家
而
天
下
定
矣
」。

⑶
　
與
太
極
合
德
　『
易
』繫
辭
傳
上「
是
故
易
有
太
極
、
是
生
兩
儀
。
兩
儀
生
四
象
、

四
象
生
八
卦
」。
乾
「
夫
大
人
者
、
與
天
地
合
其
德
、
與
日
月
合
其
明
、
與
四

時
合
其
序
、
與
鬼
神
合
其
吉
凶
、
先
天
而
天
弗
違
、
後
天
而
奉
天
時
」。

⑷
　
神
道
並
行
乎
　『
論
語
』憲
問「
闕
黨
童
子
將
命
。
或
問
之
曰
、
益
者
與
。
子
曰
、

吾
見
其
居
於
位
也
。
見
其
與
先
生
並
行
也
。
非
求
益
者
也
、
欲
速
成
者
也
」。

『
易
』觀「
觀
天
之
神
道
、
而
四
時
不
忒
。
聖
人
以
神
道
設
敎
、
而
天
下
服
矣
」。

⑸
　
王
孝
逸
　
張
氏
注
「
王
孝
逸
、
名
貞
、
陳
留
人
。
少
聰
敏
、
善
屬
文
詞
、
與
繁

師
玄
等
號
爲
陳
留
八
俊
。
開
皇
初
爲
汴
州
主
簿
、
後
舉
秀
才
、
授
縣
尉
、
謝
病

於
家
、
爲
齊
王
・
楊

禮
遇
、
未
幾
卒
。
見
隋
書
・
王
貞
傳
」。

⑹
　
子
未
三
復
白
圭
乎
　『
論
語
』
先
進
「
南
容
三
復
白
圭
（
何
晏
集
解
、
孔
曰
、
詩

云
、
白
圭
之
玷
、
尚
可
磨
也
。
斯
言
之
玷
、
不
可
爲
也
。
南
容
讀
詩
、
至
此
三

反
覆
之
。
是
其
心
愼
言
也
）」。

⑺
　
從
天
地
至
之
恩
　『
詩
』
小
雅
・
蓼
莪
「
父
兮
生
我
、
母
兮
鞠
我
。
拊
我
畜
我
、

長
我
育
我
。
顧
我
復
我
、
出
入
腹
我
。
欲
報
之
德
、
昊
天
罔
極
」。

⑻
　

倫
　
王
道
篇（
一
）注
⑿
、
參
照
。

（
二
八
）
韋
鼎
⑴

請
見
。
子
三
見
而
三
不
語
、
恭
恭
若
不
足
⑵

。
鼎
出
、
謂
門
人
曰
、

夫
子
得
志
於
朝
廷
⑶

、
有
不
言
之
化
⑷

、
不
殺
之
嚴
矣
⑸

。

　
韋
鼎
が
面
会
を
希
望
し
た
。
先
生
は
三
度
面
会
し
た
が
三
度
と
も
語
ら
ず
、
恭
し

く
謙
虚
で
、
物
足
り
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
鼎
が
外
に
出
て
、
門
人
に
対

し
て
言
っ
た
「
先
生
が
朝
廷
で
自
身
の
志
向
を
展
開
で
き
れ
ば
、
物
を
言
わ
ず
に
成

し
遂
げ
ら
れ
る
教
化
、
人
を
殺
さ
ず
に
示
さ
れ
る
威
厳
が
行
な
わ
れ
よ
う
」。

⑴
　
韋
鼎
　
張
氏
注「
韋
鼎
、
字
超
盛
、
杜
陵
人
。
少
通
脱
、
博
渉
經
史
、
明
陰
陽
、

善
相
術
。
仕
梁
、
起
家
湘
東
王
法
曹
參
軍
、
累
官
至
中
書
侍
郎
。
入
陳
爲
黃
門

郎
、
累
官
至
太
府
卿
。
陳
亡
入
隋
、
授
任
上
儀
同
三
司
、
除
光
州
刺
史
、
開
皇

十
二
年
後
卒
。
見
隋
書
・
藝
術
傳
。
按
、
韋
鼎
於
開
皇
十
四
年
稍
後
卒
、
如
有

請
見
之
事
、
當
在
此
前
、
彼
時
王
通
不
過
十
歳
而
已
、
尚
未
收
徒
講
學
、
請
見

夫
子
之
事
決
不
可
信
」。

⑵
　
若
不
足
　『
論
語
』
郷
黨
「
孔
子
於

黨
、
恂
恂
如
也
、
似
不
能
言
者
（
何
晏
集

解
、
王
曰
、
恂
恂
、
溫
恭
之
貌
）」、
又
「
其
言
似
不
足
者
」。『
中
説
』
事
君
篇



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

一
五

「
其
接
長
者
、
恭
恭
然
如
不
足
」。

⑶
　
得
志
於
朝
廷
　『
孟
子
』
盡
心
上
「
古
之
人
、
得
志
、
澤
加
於
民
、
不
得
志
、
脩

身
見
於
世
。
窮
則
獨
善
其
身
、
達
則
兼
善
天
下
」。

⑷
　
不
言
之
化
、
不
殺
之
嚴
　『
易
』
繫
辭
傳
上
「
默
而
成
之
、
不
言
而
信
、
存
乎
德

行
（
韓
康
伯
注
、
德
行
、
賢
人
之
德
行
也
。
順
足
於
內
、
故
默
而
成
之
也
。
體

與
理
會
、
故
不
言
而
信
也
）」、『
老
子
』
第
二
章
「
是
以
聖
人
處
無
爲
之
事
、
行

不
言
之
敎
。
萬
物
作
而
不
辭
、
生
而
不
有
、
爲
而
不
恃
、
成
功
而
弗
居
」、
任

昉
「
齊
竟
陵
文
宣
王
行
狀
」（『
文
選
』
卷
六
〇
）「
舊
惟
淮
海
、
今
則
神
牧
。
編

戸
殷
阜
、
萌
俗
繁
滋
。
不
言
之
化
、
若
門
到
戸
説
矣
」、
王
勃
「
益
州
夫
子
廟

碑
」（『
王
子
安
集
注
』卷
一
五
）「
湛
無
爲
之
迹
、
而
衆
務
同
并
。
馳
不
言
之
化
、

而
羣
方
取
則
」。『
易
』繫
辭
傳
上「
古
之
聦
明
叡
知
、
神
武
而
不
殺
者
夫（
韓
康

伯
注
、
服
萬
物
、
而
不
以
威
形
也
）」、『
孟
子
』梁
惠
王
上「（
梁
・
襄
王
）卒
然

問
曰
、
天
下
惡
乎
定
。
吾
對
曰
、
定
于
一
。
孰
能
一
之
。
對
曰
、
不
嗜
殺
人
者

能
一
之
。
…
…
今
夫
天
下
之
人
牧
、
未
有
不
嗜
殺
人
者
也
。
如
有
不
嗜
殺
人

者
、
則
天
下
之
民
、
皆
引
領
而
望
之
矣
」。

⑸
　
從
韋
鼎
至
嚴
矣
　『
論
語
』
八
佾
「
儀
封
人
請
見
曰
、
君
子
之
至
於
斯
也
、
吾
未

嘗
不
得
見
也
。
從
者
見
之
。
出
曰
、
二
三
子
何
患
於
喪
乎
。
天
下
之
無
道
也
久

矣
。
天
將
以
夫
子
爲
木
鐸
」。

（
二
九
）楊
素
謂
子
曰
、
天
子
求
善
禦
邊
者
。
素
聞
惟
賢
知
賢
⑴

、
敢
問
夫
子
。
子
曰
、

羊
祜
・
陸
遜
⑵

、
仁
人
也
、
可
使
。
素
曰
、
已
死
矣
、
何
可
復
使
。
子
曰
、
今
公
能

爲
羊
・
陸
之
事
則
可
、
如
不
能
、
廣
求
何
益
。
通
聞
、
邇
者
悅
、
遠
者
來
⑶

。
折
衝

樽
俎
可
矣
⑷

、
何
必
臨
邊
也
。

　
楊
素
が
先
生
に
言
っ
た
「
天
子
さ
ま
が
辺
境
を
よ
く
防
御
で
き
る
人
物
を
お
求
め

で
あ
る
。
私
が
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
た
だ
賢
者
の
み
が
賢
者
を
知
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
先
生
に
お
尋
ね
す
る
の
で
す
」。
先
生
が
言
っ
た
「
羊
祜
・
陸
遜
は
仁
な
る

人
物
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
べ
き
で
す
」。
素
が
言
っ
た
「
も
う
死
ん
で
い
る
の
に
、

一
体
ど
う
し
て
彼
ら
を
取
り
上
げ
る
の
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
今
あ
な
た
が
羊
祜

や
陸
遜
の
よ
う
な
事
業
を
成
せ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
も
し
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

幅
広
く
人
材
を
求
め
て
も
何
の
利
益
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
私
が
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、

近
く
の
者
た
ち
が
悦
服
す
れ
ば
、
遠
く
の
者
た
ち
も
思
慕
し
寄
っ
て
来
る
の
で
す
。

宴
席
を
設
け
外
交
交
渉
を
行
な
え
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
辺
境
の
防
備
を

整
え
る
必
要
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
」。 

⑴
　
惟
賢
知
賢
　『
漢
書
』元
后
傳「
且
唯
賢
知
賢
、
君
試
爲
朕
求
可
以
自
輔
者
」。

⑵
　
羊
祜
・
陸
遜
　
阮
逸
注
「
祜
、
字
叔
子
。
晉
欲
平
吳
、
以
祜
督
荊
州
。
祜
綏
懷

吳
人
、
吳
之
降
者
欲
去
、
則
聽
之
。
遜
、
字
伯
言
。
爲
吳
大
將
軍
、
攻
晉
襄

陽
、
獲
生
口
卽
還
之
。
二
賢
皆
仁
」。

⑶
　
邇
者
悅
、
遠
者
來
　『
論
語
』子
路「
葉
公
問
政
。
子
曰
、
近
者
説
、
遠
者
來
」。

⑷
　
折
衝
樽
俎
可
矣
　『
晏
子
春
秋
』内
篇
雜
上「
晉
平
公
欲
伐
齊
、
使
范
昭
往
觀
焉
。

…
…
范
昭
歸
、
以
報
平
公
曰
、
齊
未
可
伐
也
。
臣
欲
試
其
君
、
而
晏
子
識
之
。

臣
欲
犯
其
禮
、
而
太
師
知
之
。
仲
尼
聞
、
夫
不
出
於
尊
俎
之
間
、
而
知
千
里
之

外
、
其
晏
子
之
謂
也
。
可
謂
折
衝
矣
。
而
太
師
其
與
焉
」、
張
協
「
雜
詩
」
其
七

（『
文
選
』卷
二
九
）「
折
衝
樽
俎
間
、
制
勝
在
兩
楹
」。

（
三
〇
）子
之
家
、
六
經
畢
備
、
朝
服
祭
器
不
假
⑴

。
曰
、
三
綱
五
常
⑵

、
自
可
出
也
⑶

。

　
先
生
の
家
に
は
、「
六
経
」（
易
・
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春
秋
）が
完
備
さ
れ
て
お
り
、

参
朝
の
服
と
祭
祀
の
器
と
は
、
人
か
ら
借
り
な
か
っ
た
。
言
う
に
は「
三
綱（
君
臣
・

父
子
・
夫
婦
の
間
で
の
綱
紀
）・
五
常
（
仁
義
礼
智
信
）
は
、
自
ら
の
家
に
由
来
す
る

も
の
だ
」。

⑴
　
朝
服
祭
器
不
假
　『
禮
記
』
曲
禮
下
「
問
大
夫
之
富
。
曰
、
有
宰
食
力
。
祭
器
衣

服
不
假
」、
王
制
「
大
夫
祭
器
不
假
、
祭
器
未
成
、
不
造
燕
器
」、
禮
運
「
大
夫

具
官
、
祭
器
不
假
。
聲
樂
皆
具
、
非
禮
也
。
是
謂
亂
國
」。

⑵
　
三
綱
五
常
　『
白
虎
通
』三
綱
六
紀
・
總
論
綱
紀「
三
綱
者
、
何
謂
也
。
謂
君
臣
・

父
子
・
夫
婦
也
」。
五
常
、
王
道
篇（
六
）注
⑵
、
參
照
。



一
六

⑶
　
自
可
出
也
　
阮
逸
注「
正
家
以
正
天
下
」。

（
三
一
）子
曰
、
悠
悠
素
餐
者
⑴

、
天
下
皆
是
⑵

、
王
道
從
何
而
興
乎
⑶

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
の
ん
び
り
気
ま
ま
に
功
績
も
な
く
禄
を
食
む
者
た
ち
、
天
下
を

挙
げ
て
こ
の
有
り
様
で
は
、
王
道
は
ど
う
や
っ
て
興
隆
し
得
よ
う
か
」。

⑴
　
素
餐
　『
詩
』
魏
風
・
伐
檀
「
彼
君
子
兮
、
不
素
餐
兮
（
毛
傳
、
素
、
空
也
。
鄭

箋
云
、
彼
君
子
者
、
斥
伐
檀
之
人
、
仕
有
功
、
乃
肯
受
祿
）」。

⑵
　
天
下
皆
是
　『
論
語
』微
子「
滔
滔
者
、
天
下
皆
是
也
。
而
誰
以
易
之
」、『
史
記
』

孔
子
世
家「
桀
溺
曰
、
悠
悠
者
天
下
皆
是
也
、
而
誰
以
易
之
」。

⑶
　
從
子
曰
至
興
乎
　
阮
逸
注
「
隋
多
無
功
食
祿
」。
王
道
篇
（
一
一
）「
今
言
政
而

不
及
化
、
是
天
下
無
禮
也
。
言
聲
而
不
及
雅
、
是
天
下
無
樂
也
。
言
文
而
不
及

理
、
是
天
下
無
文
也
。
王
道
從
何
而
興
乎
」。

（
三
二
）子
曰
、
七
制
之
主
⑴

、
其
人
可
以
卽
戎
矣
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た「（
後
漢
）七
制
の
君
主
た
ち
、
彼
ら
な
ら（
民
衆
を
）兵
役
に
就
か

せ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
」。

⑴
　
七
制
之
主
　
阮
逸
注
「
續
書
有
七
制
、
皆
漢
之
賢
君
、
立
文
・
武
之
功
業
者
、

高
祖
・
孝
文
・
孝
武
・
孝
宣
・
光
武
・
孝
明
・
孝
章
、
是
也
」、
張
氏
注「
後
漢
書
・

楊
震
列
傳
、
漢
靈
帝
・
熹
平
二
年
、
楊
賜
上
書
稱
、
陛
下
不
顧
二
祖
之
勤
止
、

追
慕
五
宗
之
美
蹤
云
云
。
其
中
二
祖
謂
高
祖
・
光
武
、
五
宗
謂
文
帝
太
宗
・
武

帝
世
宗
・
宣
帝
中
宗
・
明
帝
顯
宗
・
章
帝
肅
宗
。
王
通
所
謂
七
制
之
主
本
此
」。

⑵
　
可
以
卽
戎
矣
　『
論
語
』子
路「
善
人
敎
民
七
年
、
亦
可
以
卽
戎
矣（
何
晏
集
解
、

包
曰
、
卽
、
就
也
。
戎
、
兵
也
。
言
以
攻
戰
）」。

（
三
三
）董
常
死
。
子
哭
於
寢
門
之
外
⑴

、
拜
而
受
弔
。

　
董
常
が
死
ん
だ
。先
生
は
寝
室
の
門
の
外
で
哭
泣
さ
れ
、拝
礼
し
て
弔
問
を
受
け
た
。

⑴
　
董
常
死
。
子
哭
於
寢
門
之
外
　『
論
語
』先
進「
顏
淵
死
。
子
哭
之
慟
。
從
者
曰
、

子
慟
矣
。
曰
、
有
慟
乎
。
非
夫
人
之
爲
慟
而
誰
爲
」。『
禮
記
』
檀
弓
上
「
伯
高

死
於
衞
、
赴
於
孔
子
。
孔
子
曰
、
吾
惡
乎
哭
諸
。
兄
弟
吾
哭
諸
廟
。
父
之
友
吾

哭
諸
廟
門
之
外
。
師
吾
哭
諸
寢
。
朋
友
吾
哭
諸
寢
門
之
外
。
所
知
吾
哭
諸
野
。

於
野
則
已
疏
、
於
寢
則
已
重
」。

（
三
四
）裴
晞
問
曰
、
衛
玠
稱
、
人
有
不
及
、
可
以
情
恕
。
非
意
相
干
、
可
以
理
遣
⑴

。

何
如
。
子
曰
、
寬
矣
。
曰
、
仁
乎
。
子
曰
、
不
知
也
⑵

。
阮
嗣
宗
與
人
談
、
則
及
玄

遠
、
未
嘗
臧
否
人
物
⑶

、
何
如
。
子
曰
、
愼
矣
。
曰
、
仁
乎
。
子
曰
、
不
知
也
。

　
裴
晞
が
質
問
し
て
言
っ
た
「
衛
玠
が
言
う
に
は
『
自
分
に
及
ば
な
い
人
が
い
た
な

ら
ば
、
人
情
と
し
て
寛
恕
す
べ
き
だ
。
悪
意
を
も
っ
て
自
分
を
中
傷
す
る
人
が
い
た

な
ら
ば
、
道
理
に
照
ら
し
て
許
容
し
て
や
る
べ
き
だ
』。
こ
れ
は
ど
う
で
す
か
」。
先

生
が
言
っ
た「
寛
容
だ
な
」。（
裴
晞
が
）言
っ
た「
仁
で
す
か
」。
先
生
が
言
っ
た「
そ

れ
は
ど
う
だ
か
」。（
裴
晞
が
言
っ
た
）「
阮
嗣
宗
（
籍
）
が
人
と
話
し
合
え
ば
、
実
に

深
遠
な
論
理
に
ま
で
説
き
及
び
、
人
物
の
良
し
悪
し
を
論
評
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
の
は
、
ど
う
で
す
か
」。
先
生
が
言
っ
た
「
慎
み
深
い
な
」。（
裴
晞
が
）
言
っ

た「
仁
で
す
か
」。
先
生
が
言
っ
た「
そ
れ
は
ど
う
だ
か
」。

⑴
　
從
衛
玠
至
理
遣
　
阮
逸
注「
玠
、
字
叔
寶
。
善
談
玄
理
、
有
情
恕
・
理
遣
之
論
」。

『
晉
書
』
衛
玠
傳
「
玠
嘗
以
人
有
不
及
、
可
以
情
恕
。
非
意
相
干
、
可
以
理
遣
。

故
終
身
不
見
喜
慍
之
容
」、
任
昉「
齊
竟
陵
文
宣
王
行
狀
」（『
文
選
』卷
六
〇
）「
人

有
不
及
、
内
恕
諸
己
、
非
意
相
干
、
每
爲
理
屈
」。

⑵
　
曰
、
仁
乎
。
子
曰
、
不
知
也
　『
論
語
』
公
冶
長
「
孟
武
伯
問
、
子
路
仁
乎
。
子

曰
、
不
知
也（
何
晏
集
解
、
孔
曰
、
仁
道
至
大
、
不
可
全
名
也
）」。

⑶
　
從
阮
嗣
至
人
物
　
阮
逸
注
「
籍
、
字
嗣
宗
。
口
不
論
人
之
過
」。『
世
説
新
語
』

德
行
「
晉
文
王
稱
、
阮
嗣
宗
至
愼
、
每
與
之
言
、
言
皆
玄
遠
、
未
嘗
臧
否
人

物
」。



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

一
七

（
三
五
）子
曰
、
恕
哉
⑴

、
凌
敬
⑵

。
視
人
之
孤
猶
己
也
⑶

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
思
い
や
り
が
あ
る
な
、
凌
敬
は
。
人
の
孤
児
を
あ
た
か
も
自
分

の
子
の
よ
う
に
思
う
」。 

⑴
　
恕
哉
　
阮
逸
注「
以
己
心
爲
人
之
心
曰
恕
」。

⑵
　
凌
敬
　
張
氏
注「
凌
敬
、
隋
唐
間
人
、
曾
爲
竇
建
德
國
子
祭
酒
。
建
德
破
趙
州
、

執
刺
史
張
昂
・
邢
州
刺
史
陳
君
賓
・
大
使
張
道
源
等
、
將
戮
之
。
凌
敬
進
曰
、

夫
犬
各
吠
非
其
主
、
今
鄰
人
堅
守
、
力
屈
就
擒
、
此
乃
忠
確
士
也
。
若
加
酷

害
、
何
以
勸
大
王
之
臣
乎
。
建
德
盛
怒
曰
、
我
至
城
下
、
猶
迷
不
降
、
勞
我
師

旅
、
罪
何
可
赦
。
敬
曰
、
今
大
王
使
大
將
軍
高
士
興
於
易
水
抗
禦
羅
藝
、
兵
才

至
、
士
興
卽
降
、
大
王
之
意
復
爲
可
不
。
建
德
悟
、
卽
命
釋
之
。
見
舊
唐
書
・

竇
建
德
傳
。
凌
敬
之
恕
、
由
此
可
知
矣
」。

⑶
　
視
人
之
孤
猶
己
也
　
阮
逸
注
「
孟
子
曰
、
幼
吾
幼
、
以
及
人
之
幼
、
是
恕
也
」。

『
孟
子
』
梁
惠
王
上
「
老
吾
老
、
以
及
人
之
老
、
幼
吾
幼
、
以
及
人
之
幼
、
天
下

可
運
於
掌
（
趙
岐
注
、
老
猶
敬
也
、
幼
猶
愛
也
。
敬
我
之
老
、
亦
敬
人
之
老
、

愛
我
之
幼
、
亦
愛
人
之
幼
。
推
此
心
以
惠
民
、
天
下
可
轉
之
掌
上
。
言
其
易

也
）」。
張
氏
注「
視
人
之
孤
猶
己
一
事
不
詳
」。

（
三
六
）
子
曰
、
仁
者
、
吾
不
得
而
見
也
。
得
見
智
者
、
斯
可
矣
。
智
者
、
吾
不
得

而
見
也
。
得
見
義
者
、
斯
可
矣
⑴

。
如
不
得
見
、
必
也
剛
介
乎
。
剛
者
好
斷
、
介
者

殊
俗
⑵

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
仁
な
る
人
物
に
、
私
は
お
目
に
は
か
か
れ
ま
い
。
智
者
に
お
目

に
か
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
。
智
者
に
、
私
は
お
目
に
は
か
か
れ
ま
い
。
義
な
る

人
物
に
お
目
に
か
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
。
も
し
お
目
に
か
か
れ
な
い
と
あ
れ

ば
、
せ
め
て
も
剛
直
で
気
骨
あ
る
人
物
（
に
お
目
に
か
か
り
た
い
）
か
な
。
剛
直
な

者
は
決
断
力
に
富
む
し
、
気
骨
あ
る
者
は
凡
俗
に
与
し
な
い
」。 

⑴
　
從
仁
者
至
可
矣
　『
論
語
』
述
而
「
子
曰
、
聖
人
吾
不
得
而
見
之
矣
。
得
見
君
子

者
、
斯
可
矣
（
何
晏
集
解
、
疾
世
無
明
君
）。
子
曰
、
善
人
吾
不
得
而
見
之
矣
。

得
見
有
恆
者
、
斯
可
矣
」。

⑵
　
從
如
不
至
殊
俗
　『
論
語
』
子
路
「
子
曰
、
不
得
中
行
而
與
之
、
必
也
狂
狷
乎
。

狂
者
進
取
、
狷
者
有
所
不
爲
也
」。

（
三
七
）
薛
收
問
至
德
要
道
⑴

。
子
曰
、
至
德
、
其
道
之
本
乎
。
要
道
、
其
德
之
行

乎
⑵

。
禮
不
云
乎
、
至
德
爲
道
本
⑶

。
易
不
云
乎
⑷

、
顯
道
神
德
行
⑸

。

　
薛
収
が
至
上
の
徳
と
肝
要
の
道
と
に
つ
い
て
問
う
た
。
先
生
が
言
っ
た
「
至
上
の

徳
と
は
、
い
っ
た
い
道
の
根
本
で
あ
ろ
う
か
。
肝
要
の
道
と
は
、
い
っ
た
い
徳
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
礼
経
に
言
う
で
は
な
い
か
、
至
上
の
徳
を
道
の
根
本

と
す
る
と
。
易
経
に
言
う
で
は
な
い
か
、
道
を
明
ら
か
に
し
て
徳
な
る
行
い
を
神
業

に
す
る
と
」。

⑴
　
至
德
要
道
　『
孝
經
』
開
宗
明
義
「
子
曰
、
先
王
有
至
德
要
道
、
以
順
天
下
、
民

用
和
睦
、
上
下
無
怨
」。『
論
語
』
泰
伯
「
子
曰
、
泰
伯
、
其
可
謂
至
德
也
已
矣
。

三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
」。

⑵
　
從
至
德
至
行
乎
　『
論
語
』
學
而
「
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其

爲
仁
之
本
與
」。

⑶
　
禮
不
云
乎
、
至
德
爲
道
本
　『
周
禮
』
地
官
・
師
氏
「
以
三
德
教
國
子
。
一
曰
至

德
、
以
爲
道
本
。
二
曰
敏
德
、
以
爲
行
本
（
鄭
玄
注
、
德
行
內
外
之
稱
、
在
心

爲
德
施
之
爲
行
）」。

⑷
　
禮
不
云
乎
・
易
不
云
乎
　
某
經
不
云
乎
、
王
通
多
用
、『
中
説
』
中
有
五
例
。

王
勃『
王
子
安
集
』中
亦
屢
見
、
計
四
例
。

⑸
　
易
不
云
乎
、
顯
道
神
德
行
　『
易
』繫
辭
傳
上「
顯
道（
韓
康
伯
注
、
顯
、
明
也
）、

神
德
行（
由
神
以
成
其
用
）」。

（
三
八
）子
曰
、
大
哉
神
乎
⑴

。
所
自
出
也
⑵

。
至
哉
易
也
⑶

。
其
知
神
之
所
爲
乎
⑷

。
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先
生
が
言
っ
た
「
偉
大
だ
な
あ
、
神
と
は
。（
何
物
も
）
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
上
な
い
も
の
だ
な
あ
、『
易
』
と
は
。
神
の
仕
業
を
弁
え
た
も
の

と
言
え
よ
う
か
」。

⑴
　
大
哉
神
乎
　『
易
』乾「
大
哉
乾
乎
。
剛
健
中
正
、
純
粹
精
也
」。

⑵
　
所
自
出
也
　
張
氏
注「
所
自
出
上
、
似
當
有
萬
物
或
天
地
萬
物
等
字
」。

⑶
　
至
哉
易
也
　『
易
』坤「
彖
曰
、
至
哉
坤
元
、
萬
物
資
生
」。

⑷
　
其
知
神
之
所
爲
乎
　『
易
』
繫
辭
傳
上
「
子
曰
、
知
變
化
之
道
者
、
其
知
神
之
所

爲
乎
（
韓
康
伯
注
、
夫
變
化
之
道
、
不
爲
而
自
然
。
故
知
變
化
者
、
則
知
神
之

所
爲
）」。

（
三
九
）子
曰
、
我
未
見
嗜
義
如
嗜
利
者
也
⑴

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
私
は
義
を
特
に
好
む
こ
と
、
あ
た
か
も
利
を
特
に
好
む
か
の
如

く
で
あ
る
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
」。

⑴
　
從
子
曰
至
者
也
　『
論
語
』
子
罕
（
衞
靈
公
）「
子
曰
、
吾
未
見
好
德
如
好
色
者

也
」。
里
仁「
子
曰
、
君
子
喩
於
義
、
小
人
喩
於
利
」。

（
四
〇
）
子
登
雲
中
之
城
⑴

、
望
龍
門
之
關
⑵

。
曰
、
壯
哉
、
山
河
之
固
⑶

。
賈
瓊
曰
、

既
壯
矣
、
又
何
加
焉
⑷

。
子
曰
、
守
之
以
道
⑸

。
降
而
宿
於
禹
廟
、
觀
其
碑
首
曰
、
先

君
獻
公
⑹

之
所
作
也
、
其
文
典
以
達
⑺

。

　
先
生
は
雲
中
の
城
楼
に
上
り
、
龍
門
の
城
闕
の
方
を
望
み
遣
っ
た
。
言
う
に
は

「
壮
大
で
あ
る
な
あ
、
山
河
に
よ
る
堅
固
さ
は
」。
賈
瓊
が
言
っ
た
「
も
う
堅
固
で
あ

る
か
ら
に
は
、
さ
ら
に
何
を
必
要
と
し
ま
し
ょ
う
か
」。
先
生
が
言
っ
た「
道
に
よ
っ

て
守
備
す
る
の
だ
」。
下
り
て
か
ら
禹
廟
に
留
ま
り
、
そ
こ
の
石
碑
の
碑
首
を
見
て

言
っ
た
「
祖
父
・
献
公
が
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
文
章
は
典
雅
で
あ
り
、
か
つ
過

不
足
無
く
事
の
内
実
を
伝
達
し
て
い
る
」。 

⑴
　
雲
中
　
張
氏
注
「
雲
中
、
秦
漢
雲
中
郡
治
雲
中
、
今
内
蒙
古
託
克
託
東
北
、
東

漢
末
郡
廢
。
北
魏
雲
中
郡
治
盛
樂
、
今
内
蒙
古
和
林
格
爾
西
北
土
城
子
。
唐
雲

中
郡
卽
雲
州
、
治
定
襄
、
後
改
雲
中
、
今
山
西
大
同
。
此
處
似
指
龍
門
、
今
山

西
河
津
縣
」。

⑵
　
龍
門
　
張
氏
注「
卽
黃
河
禹
門
、
位
於
山
西
河
津
與
陝
西
韓
城
交
界
處
」。

⑶
　
壯
哉
、
山
河
之
固
　『
史
記
』
吳
起
列
傳
「
武
侯
浮
西
河
而
下
、
中
流
、
顧
而
謂

吳
起
曰
、
美
哉
乎
、
山
河
之
固
、
此
魏
國
之
寶
也
。
起
對
曰
、
在
德
不
在
險
」。

⑷
　
既
壯
矣
、
又
何
加
焉
　『
論
語
』
子
路
「
子
適
衞
、
冉
有
僕
。
子
曰
、
庶
矣
哉
。

冉
有
曰
、
既
庶
矣
、
又
何
加
焉
。
曰
、
富
之
。
曰
、
既
富
矣
、
又
何
加
焉
。

曰
、
教
之
」。

⑸
　
守
之
以
道
　『
春
秋
左
氏
傳
』襄
公
二
九
年「
曰
、
至
矣
哉
、
…
…
處
而
不
底（
杜

預
注
、
守
之
以
道
）」、
陸
機
「
辨
亡
論
」
下
（『
文
選
』
卷
五
三
）「
借
使
中
才
守

之
以
道
、
善
人
御
之
有
術
」。

⑹
　
先
君
獻
公
　
王
道
篇（
一
）注
⑾
、
參
照
。

⑺
　
其
文
典
以
達
　『
論
語
』
衞
靈
公
「
子
曰
、
辭
達
而
已
矣
（
何
晏
集
解
、
孔
曰
、

凡
事
莫
過
於
實
、
辭
達
則
足
矣
、
不
煩
文
豔
之
辭
）」。

（
四
一
）
子
見
劉
孝
標
絕
交
論
、
曰
、
惜
乎
、
舉
任
公
而
毀
也
。
任
公
於
是
乎
不
可

謂
知
人
矣
⑴

。
見
辯
命
論
、
曰
、
人
道
廢
矣
⑵

。

　
先
生
は
劉
孝
標「
広
絶
交
論
」を
目
に
し
て
言
っ
た「
惜
し
い
な
あ
、
任
昉
を
称
揚

し
て
お
い
て
彼
を
譏
っ
た
の
だ
。
任
昉
は
（「
広
絶
交
論
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
）
た

め
に
人
を
見
る
目
に
欠
け
る
こ
と
が
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
」。「
弁
命
論
」
を
目
に
し

て
言
っ
た「
人
の
道
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
」。

⑴
　
從
子
見
至
人
矣
　
阮
逸
注
「
劉
峻
、
字
孝
標
。
性
率
多
毀
。
時
任
昉
死
、
有
子

東
里
冬
衣
葛
裘
、
孝
標
作
絕
交
論
、
以
譏
任
公
之
友
、
然
又
彰
任
公
不
知
人

耳
」。
劉
孝
標「
廣
絕
交
論
」、
見
于『
文
選
』卷
五
五
。

⑵
　
從
見
辯
至
廢
矣
　
阮
逸
注
「
峻
又
有
辯
命
論
、
言
管
輅
才
高
不
遇
、
乃
謂
窮
達



王
通『
中
説
』訳
注
稿（
一
）

一
九

由
天
、
殊
不
由
人
。
是
不
知
命
、
廢
人
道
也
」。「
辯
命
論
」、
見
于
『
文
選
』
卷

五
四
。

（
四
二
）子
曰
、
使
諸
葛
亮
而
無
死
、
禮
樂
其
有
興
乎
⑴

。

　
先
生
が
言
っ
た
「
諸
葛
亮
を
死
に
至
ら
せ
し
め
な
け
れ
ば
、
礼
楽
は
興
隆
し
た
で

あ
ろ
う
か
」。

⑴
　
從
子
曰
至
興
乎
　
阮
逸
注
「
孔
明
言
、
普
天
之
下
、
莫
非
漢
民
。
志
在
天
下
、

非
蜀
而
已
。
亮
未
死
、
必
可
功
成
治
定
」。『
三
國
志
』
蜀
書
・
諸
葛
亮
傳
「
亮

拔
西
縣
千
餘
家
、
還
于
漢
中
（
裴
松
之
注
、
郭
沖
四
事
曰
、
…
…
人
皆
賀
亮
、

亮
顏
色
愀
然
有
戚
容
、
謝
曰
、
普
天
之
下
、
莫
非
漢
民
。
國
家
威
力
未
舉
、
使

百
姓
困
於
豺
狼
之
吻
。
一
夫
有
死
、
皆
亮
之
罪
。
以
此
相
賀
、
能
不
爲
愧
。
於

是
蜀
人
咸
知
亮
有
吞
魏
之
志
、
非
惟
拓
境
而
已
）」。『
説
苑
』尊
賢「
孔
子
間
居
、

喟
然
而
歎
曰
、
銅
鞮
伯
華
而
無
死
、
天
下
其
有
定
矣
」。

（
四
三
）子
讀
樂
毅
論
⑴

、
曰
、
仁
哉
樂
毅
。
善
藏
其
用
⑵

。
智
哉
太
初
。
善
發
其
蘊
⑶

。

　
先
生
が「
楽
毅
論
」を
読
ん
で
言
っ
た「
仁
者
で
あ
る
な
あ
楽
毅
は
。
う
ま
く
そ
の

功
用
を
表
立
た
せ
な
い
。
智
者
で
あ
る
な
あ（「
楽
毅
論
」を
著
し
た
）太
初（
夏
侯
玄
）

は
。
う
ま
く
楽
毅
の
隠
さ
れ
た
部
分
を
発
明
し
た
」。 

⑴
　
樂
毅
論
　
夏
侯
玄「
樂
毅
論
」、
見
于『
藝
文
類
聚
』卷
二
二
・
人
部
六
・
品
藻
。

⑵
　
仁
哉
樂
毅
。
善
藏
其
用
　『
易
』
繫
辭
傳
上
「
顯
諸
仁
、
藏
諸
用
（
韓
康
伯
注
、

衣
服
被
萬
物
、
故
曰
顯
諸
仁
。
日
用
而
不
知
、
故
曰
藏
諸
用
）」。

⑶
　
從
子
讀
至
其
蘊
　
阮
逸
注
「
夏
侯
玄
、
字
太
初
、
著
樂
毅
論
言
、
不
拔
卽
墨
及

莒
二
城
者
、
其
志
以
天
下
爲
心
、
非
兼
併
齊
國
而
已
、
仁
哉
。
夫
毅
不
屠
城
、

善
藏
用
也
、
智
哉
。
美
太
初
能
發
明
毅
之
仁
也
」。

（
四
四
）子
讀
無
鬼
論
⑴

、
曰
、
未
知
人
、
焉
知
鬼
⑵

。

　
先
生
は「
無
鬼
論
」を
読
ん
で
言
っ
た「
ま
だ
人
間
の
こ
と
も
理
解
で
き
な
い
の
に
、

ど
う
し
て
鬼
神
の
こ
と
な
ど
理
解
で
き
よ
う
か
」。 

⑴
　
無
鬼
論
　
阮
逸
注
「
阮
瞻
作
無
鬼
論
、
謂
可
以
辯
幽
明
。
蓋
不
知
聖
人
不
語
之

旨
」。『
晉
書
』
阮
瞻
傳
「
瞻
素
執
無
鬼
論
、
物
莫
能
難
、
每
自
謂
此
理
足
可
以

辯
正
幽
明
」。

⑵
　
未
知
人
、
焉
知
鬼
　『
論
語
』
先
進
「
季
路
問
事
鬼
神
。
子
曰
、
未
能
事
人
、
焉

能
事
鬼
。
曰
、
敢
問
死
。
曰
、
未
知
生
、
焉
知
死
」。


